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帰りなんいざ林業へ，

森林まさに

荒れなんとす

いまながまさあき

今永正明
静岡大学農学部教授

’

1939年大分県生まれ｡京都大学大学院農学

研究科修士課程修了。震学博士。林野丘京

都府立大学助手，山形大学助教授，鹿児島大
学教授を経て，現職。鹿児島大学名誉教授。

日本林学会九州支部長，中部支部長を歴任。
共著に「森林計測学講義｣，「森林をみる心」
などがある。

長く森林経理学の講義を担当してきて，今回の国有林の管理経営方針の転換ほど驚

かされたことはありません。それは従来少なくとも森林の持つ機能の半分は占めると

認められてきた木材生産機能を，わずか2割ほどと見ている点であります。

私自身は若いころから森林の社会的機能に興味を持ち，そうした研究に力を注いで

きましたから，いよいよ私の時代が到来したと思ってもよいわけです。しかし本当に
あま膠やく

そうなのでしょうか。天の邪鬼の私としては何か違うのではないかと思ってしまうの

です。そう思う根拠は後に示すとして，ここでは，まず私の行ってきた研究の一端を

ご紹介しましょう。

私は人々が森林をどのように見ているのだろうかという点に興味を持ちました。そ

の研究は｢森林観の国際比較」としてまとめられています。これは時間的には20年を

超える研究であり，空間的にはヨーロッパから南米を含む地球規模のものであります。

その一部は本誌1998年5月号に「『森林をみる心』から」として発表しましたから，

②－林業技術No.6982000.5
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(ドイツ・フライブルク）

お読みの方もあろうかと存じます。なお

鰯
この研究は森林環境研究会のメンバーそ

の他との共同研究です。

ここで，後の議論のための重要な点を

挙げます。

調査はアンケート方式で行いましたが，

アンケートの中にカラー写真を用いた一

対比較による好みの森林タイプを問う質

問があります。その中に雑然としたブナ

天然林と整然と整ったスギ人工林のどち

らを好むかという質問があります。

市民の回答を見ますと，ドイツ4都市

(フライブルク，ノイエンビュルク，ゲッ
▲アンケート実施風景（ドイツ・

チンゲン，ハノーファー)ではほぼ2割対

6割，日本6都市(旭川，鶴岡，櫛引，伊

那，宮崎，東京)では2割対7割でスギ人

工林が圧倒的に選ばれています。これに対してフランスのナンシーでは5割対5割，

ブラジル3都市（サンパウロ，クリチバ，マナウス）では4割対6割，ペルー3都市

(リマ，クスコ，イキトス)では5割対5割となりました。この事実からラテン系の国々

では雑然としたプﾅ天然林もｽギ人工林に慈琶なく選ばれていることがわかりまし
た。それではこうした森林を選ぶ人は，森林を放置して人手を加えないことを望んで

いるのでしょうか。この点を考えるため次の質問を取り上げてみましょう。

質問は「森や林，森林を美しく維持するためには，人間の手を加えなければならな

い｣という意見と，「森林を美しく維持するためには,人間の手を加えるべきではない」

という意見と，どちらが正しいと思いますか？というものです。答えは7a.人間の

手を加えなければならない,b.人間の手を加えるべきではない,から選択するように

なっています。この結果を各国で見ますと,a,bの比率はほぼ，ドイツ8対2,日本

7対3であり，フランス8対2，ブラジル7対3，ペルー7対3，となります。この

ようにラテン系の国々でも「人手を加える」ことの重要性は十分認識されているので

す。

次に話は変わりますが，森林取り扱いの重要なポイントとなる森林作業法について

見てみましょう。森林作業法とは「林木の更新課程について，組織づけられた森林取

り扱いの技術」と定義されます。詳しくは述べませんが，皆伐作業とか択伐作業とか

いったものです。ここに漸伐作業というものがありますが，これは前更作業ともいわ

れ，傘伐作業と画伐作業が含まれます。傘伐作業は，林分全体を一様に，数回にわた

る伐採により，上方天然下種によって更新を図る方法です。数年～20年の更新期間を

必要とします。画伐作業は，伐区内の数カ所に拠点的な小伐区を設定して，側方もし

くは上方天然下種を利用して更新を図りつつ，漸次各小伐区の範囲を拡大していって，

遂には全伐区を更新する方法です。更新期間は数十年に及びます。以上2つの方法は

林業技術No.6982000.5-⑬
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ヨーロッパでよく用いられています。

欧米先進諸国の森林作業法の動向は興

味あるところです。ドイツがわが国林業

のお手本であったことは国有林の経営が

ドイツ林学に基礎を置いていることから

もわかります。そして森林作業法はその

重要な基盤に位置づけられると思います。

▲ドイツ営林署長，イツ営林署長，パプスト博士と筆者同様の調査を行っています。その当時，

私は北村先生の講座の助教授で先生のお

手伝いをしました。調査結果はいずれも

日本林業技術協会から刊行されています（岡崎文彬編：欧米各国における森林作業法

の動向，日本林業技術協会，1957年，北村昌美編著：欧米各国における森林作業法の

最近の動向，日本林業技術協会，1978年)。

そしてさらに20年を経過した1997年に，私が同様の調査を行いました。私の調査

の質問は以下のとおりですが，質問1，2，3は前回，前々回の調査とほぼ同じもの

です。

1．貴国において，皆伐作業，択伐作業ならびに漸伐作業(傘伐作業，画伐作業など）

を行っている森林面積はそれぞれどれくらいありますか。比率でお答えいただいて

も結構です。

2．どの作業法が現在増加する傾向にありますか。国有，公有，私有などの所有形態

によりその傾向は異なりますか。

3．どのような作業法をあなたは推奨されますか。

4．森林の公益的機能や社会的機能が重視されるにしたがい，貴国における作業法に

何らかの変化が生じましたか。もし生じたとすればそれはどのような変化でしょう

か。

5．貴国では，酸性雨などによる新しいタイプの森林被害が見られますか。被害があ

るなら，それはどの程度ですか。森林被害により作業法に変化がありますか。ある

とすれば，それはどのような変化ですか。

6．森林作業法についてほかに何らかのご意見をお聞かせいただければありがたいと

存じます。

以上の質問を英訳し，各国に発送しました。なお調査対象は26カ国111機関（大

学，林野庁，林業試験場)としました。1997年5月にアンケートを発送し，12月まで

に14カ国26機関より回答がありました。なおアメリカからは1通のみの回答でほか

はすべてヨーロッパ諸国からのものでした。

④－林業技術No.6982000.5
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結果のまとめを次に示します。

1．現在,皆伐が優勢である。しかし20年前,40年前

ほどではない。

2．英国やスカンジナビア諸国では過去皆伐は非常

に優勢であったが，他の作業法への変化の兆しも認

められる。

3．漸伐の増加が著しい。

4．ドイツでは皆伐面職の縮小が推測される。

5．スイスでは40年間森林作業法に変化が見られな

い。択伐を主とする作業法が取られている。

6．森林の社会的機能の影響は多くの国で認められ，

森林作業法は皆伐から漸伐へ変化しつつある。しか

しドイツにおいては経済面の再評価の新しい記載

も見られる。

7酸性雨などによる新しいタイプの被害は多くの

国で認められるが，森林作業法への影響は小さい。

今回最も注目すべきは次のドイツからの回答です。

「公益的そして社会的機能はここ数十年森林経営に

強い影響力を持っている。現在の森林作業法はすでに

政治的そして社会的要求の結果である。目的の転倒は

灘蕊謝覗驍憲蕊蕊蕊寵溌瀞隆トブ鍬豊
蕊

霊
jEX《ロI･lyてしL1L云同y窒罰ミリノ耶口不L蝿〕oopIJyvノムi描1ｴWd、 ▲モミ天然更新(フランス・ボージュ山中）

ないけれど，今私たちにはドイツの一般的な経済状況

より，森林経営の経済的側面に関する新しい認識を見つけることができる」

この回答をどう読むかですが，私はドイツでは今，森林の社会的機能を主張する考

え方に覆われているが，地下水脈にある経済の問題が噴き出してきつつあるというふ

うに感じています。

ひるがえって日本のことを考えてみましょう。

世紀末を迎え，世は次の世紀を巡り，かしましくなっています。ところで今世紀は

ミレニアムにも当たりますから，ここで次の1000年を考えてみようという人がいても

よいわけです。しかしそうした人が見当たらないのは,人は1000年先のことなど考え

られないと思うからです。しかし森林･林業に携わる人だけは1000年先も考えられる

のです。

縄文スギを持ち出すまでもなく，林業の分野で考えてみましても，わが国のスギ等

の伐期はせいぜい50年といった単位ですが，ドイツ，フランスでは伐期は100年を超

え200年も珍しくありません。となるとわずか5世代で1000年になります。ところで

先に述べた森林観に関するアンケート調査で,｢大きな古い木を見たときに神々しい気

持ちをいだきますか｣，あるいは｢深い森に入ったときに，神秘的な気持ちになります

か｣，という質問も行いました。「はい」と答えた人は，わが国では東京を除き，各地

で8割以上となりました。ヨーロッパや南米ではフランス・ナンシーを除き，9割近

くになっています｡これで1000年後の森林をどうとらえるかという問題に直接答えら

れるわけではありませんが，少なくとも今以上に，大きな古い木や深い森がほしいと

林業技術No.6982000.5-③
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多くの人が願っていると思いま

す。

ところで今後の問題は，大き

な古い木や深い森の問題に加え

て，森林の質が問われることで

しょう。なぜなら，わが国は森

林の生育に適し国土の7割近く

を森林が占め，この森林率は世

界の最高水準にあるからです。

針葉樹か広葉樹かといった問

題は今後も問われることでしょ

う。前述したアンケートの結果
▲林業試験場の横に育つアラウカリア(ブラジル・クリチバ）ツマク】異専一屍一夕＝〆”ｰタグ、戸ジー画＝子”タダ

はこの答えを考えるヒントにな

ると思います。さて私は次のよ

うに考えています。

わが国は戦後，針葉樹主体で森づくりを行ってきました。人工林が森林の4割を占

めるという現状を考えるなら，針葉樹主体の林業を行っていくことが求められていま

すし，また先述しましたように，わが国の国民には針葉樹の景観は好まれています。

さらにスギ等の花粉症の問題は今後の育種技術の発展で解決が図られていくと思いま

す。

先に述べましたように，ドイツでは今は森林の社会的機能の重要性が叫ばれていま

すが，次に再び経済林が重視されるかもしれないことは，今回の森林作業法のアンケ

ートへの回答が暗示しているように思われます。日本でも同じ事情が考えられるので

はないでしょうか。

以上述べてまいりました諸事情を考え合わせますなら，新世紀の森林政策として，

1．超長期の展望のもとに，少なくとも100年単位の森林計画を樹立する。

2．針葉樹を基礎とした長伐期施業を考えるとともに，広葉樹によりバラエティをつ

ける。

といった方向が望ましいと考えます。こうした政策によって，木材生産はもとより，

環境にやさしい森林の取り扱いが可能となりましょう。

以上，21世紀を展望し,20世紀の森林と林業の一端を振り返ってみたわけですが，

最後に，私がここでひと言付け加えておきたい言葉があります。
とうえんめい

それは，田園詩人陶淵明の詩を借りるなら，「帰りなんいざ林業へ，森林まさに荒れ

なんとす」なのであります。

［完］

⑥一林業技術No.6982000.5



『……識－＄

盟

襖

甫

幽

虫

電

噌

卑

‐

恥

“

…

生
宅
く
ぶ
、
■
・
烏
男
干
■
昂
罰
罰

… 一一一唾睡＝-.-1

本年は，大会シンポジウム「JARFFって何？」が4月1日に開催されまし
た。JABEEは「日本技術者教育認定機構」の略称で，日本では昨年11月に専

集

…
PRする格好の場といえる。その意味でも，今大会の特

徴として，発表のほとんどが若手研究者によるもので

あったことに注目したい。

具体的な発表内容は以下のとおりである。まず，入

会林野で見られた問題を通して，地域住民による森林

管理の可能性と課題についての報告があった。森林の

レクリエーション利用などの経済価値が高まるにつれ

て，森林の管理方法も多様化してきている。公益的機

能を発揮する森林管理の主体が地域住民であることの

可能性として，入会を評価するという研究も徐々にさ

まざまな分野で目にすることができるようになってき

た。さらに，森林整備事業の量的確保や集約化が今後

の森林資源管理に必要とされる中で，その担い手とな

るべき森林組合に対する林家の委託に関する意向につ

いてアンケート調査を行った結果についての報告など

があった。これらの報告は，今後の森林管理について，

だれが，どのような森林を，どのように管理していき，

林 政部門
寺尾紀彦（京都大学）

今回の林政部門は発表件数が17本と,昨年と同様に

発表の減少傾向が見られた。発表の内容は多岐に及ん

でおり，林政部門における研究テーマの多様化を反映

していた。限られた発表時間内で，広範なテーマを内

包しているということは，1つのテーマに対する深く

踏み込んだ議論が成立しにくいという面がある。大会

論文集が廃止された現在の林学会では，膨大な労力を

使って構築した研究成果を発表することに対する魅力

が薄れてしまったという感は否めない。しかしながら

新しい分析手法や問題意識をより早く，より広くに提

示できるという点は，林学会の強みになっていくであ

ろう。特に若手研究者にとっては，自らの研究姿勢を
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そこにどのような課題があるか，という問題意識であ

り，林政部門の基本ともいえるものであろう。木材生

産を通じて，森林資源の管理を図るという，従来の政

策姿勢についての課題を探るというものであり，調査

結果は林家の林業経営意欲の低さをあらためて示すも

のであった。事業の量的確保や集約化といった行政的

な理想と現実との温度差を端的に現している。

森林は，木材を生産する場としてだけではなく，存

在そのものに価値力認められるものとなりつつある。

森林の持つ公益的機能の中でも，居住環境を好適に形

成する機能を評価して，林相が地価に与える影響につ

いての報告があった。都市部での地価という非常に複

雑な価値が反映されている数値から，森林の状態が影

響を及ぼしている要素を抽出するという作業は，森林

の評価手法の開発という点で意欲的な取り組みであろ

う。このほか，山村における人的ネットワークが地域

の活性化に与える影響をまとめた報告などがあり，森

林や山村において，何に価値を見いだし，評価するの

かについての報告も今後の蓄積が待たれるテーマであ

ろう。

海外については,DIY企業における森林認証の進展

に果たしたイギリスのバイヤーズグループの役割につ

いて評価したものや，ラオスやミャンマー，ヴェトナ

ムといった森林減少の問題を抱える国の森林保全政策

についての現状と今後の課題についてまとめた報告な

どがあった。

CO2の排出権取引に関連する森林の炭素収支の算出

手法は，国際的な関心を集めているテーマである。林

政分野でも，日本の森林セクターにおいて，現在から

将来にかけて素材生産量が今後，増加や維持，減少し

たパターンを想定し，炭素のフローとストックの量的

推移をシミュレーションした報告や,CO2排出権取引

に，実際の林業経営で参加することを想定して，神奈

川県のモデル地域での林業経営において，市場価逆算

式から試算した伐期齢の設定にどのような推移が見ら

れるかをシミュレーションした報告があった。発表会

場には人が詰めかけ，関心の高さがうかがえた。

森林教育について，実際に森林を利用した教育の効

果について分析を試みた例が2件報告された。小学校

を対象とした調査から，学校林を利用した教育活動が

児童の森林への認識へ影響を与えたという報告と，大

学生の森林への認識は，実体験が伴わない抽象的なも

のが多く，これが演習林での森林教育を受講すること

により，具体的な認識を持つことに効果的であったと
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いう報告である。いずれも，実体験によって具体的な

森林の認識力轄われるものであり，森林に直接触れる

森林教育の必要性を訴えている。

ポスターセッションでは中山間地域における林業の

位置付けについての整理や，日本における森林認証制

度の実現性についての報告があった。認証制度につい

ては，複数の部門にまたがって報告されており，この

ような他の部門との関連性が高いテーマが林政部門で

も増えてきている。林政部門内の多極分化に伴い，結

果的に林政内でも理解されにくいテーマが増えつつあ

るかもしれないが，同時に敏感にトレンドをつかんだ

若手研究者による積極的な問題意識の提示は，今後の

大会の進むべき方向を示すものと思われる。

経営部門
今村光晴（九州大学）

上間千鶴（九州大学）

今年の経営部門は，口頭発表，ポスター発表合わせ

て昨年よりも16件多い,76件の発表があった｡今年も

多かったテーマの1つがGISやリモートセンシング

を用いた研究発表である。

衛星データや空中写真等の広域データを用いてのモ

ニタリング，解析・評価をはじめとして，気象データ

等の利用など，比較的入手しやすい既存のデータを用

いた研究が多かった。多時期リモートセンシングデー

タを用いた森林植生の分光反射特性の季節変化に関す

る報告をはじめ，全天候型センサであるSARデータ

を用いてのモニタリングに関する研究，ノアデータと

気象データとを利用した純一次生産力推定に関する研

究など，またポスターセッションにおいても，ランド

サットTMデータ等を用いてのマツ林健全性のモニ

タリング，パターン展開法による林分解析，広葉樹天

然林の葉量の推定など，さまざまな衛星データの利用

に関する研究が報告された。リモートセンシングデー

タの利用形態，データの種類ともに多岐にわたり，そ

の技術が確立されつつあるなか，さらなる技術開発・

利用研究が期待される。

また,GISを用いた研究報告も多数あり,GISを用

いた木材生産機能の解析，森林分布多様性分類図の作

成，下層植生推定図の作成などの発表があった。この

ような空間解析ツールとしてのGISの利用もさるこ
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里山の保全活動の事例，都市住民の森林に対する意識

調査，散策利用を目的とした森林の管理手法に関する

報告，離島における自然を活用した教育の現状，など

が報告された。

そのほか，インターネットによる森林・林業に関す

るアンケート調査，スギ・ヒノキ花粉発生源の分布と

その将来予測を行った報告，ヒノキの根系に関する報

告，林業事業体育成のための事業契約方法を検討した

報告，明治神宮境内林の研究など，多岐にわたる研究

テーマでの発表が行われた。

テーマ別セッション「日本における林業国際環境認

証をめぐる動向」においては，8件の発表が行われた。

また，翌日の森林計画学会シンポジウムもr森林認証

と持続可能な森林経営」というテーマで開催され，双

方で活発な議論が展開されていた。

最後に，経営部門の発表数はすべての部門の中で最

も多く，幅広いテーマでさまざまな研究発表が行われ

たことは非常によかったのだが，講淡者が発表の際に

定められた時間をオーバーして発表したために質疑応

答の時間が短くなり，十分な議論が行われないという

場面が多く見られた。本大会は全国の研究者が一堂に

会し，違った視点から自らの研究を見てもらえる非常

に貴重な機会である。発表内容だけでなく，時間配分

等にも気を配り，せっかくの機会を有効に活用できる

よう心がけたいものである。

とながら’表示・出力ツールとしての利用や，データ

管理ツールとしての利用研究も見られた。市町村にお

ける森林GISの役割についての報告でもあったよう

に,都道府県,市町村の各機関にもGISは普及しつつ

あり，もはや森林管理において常識になりつつある。

GISソフトウエアも高性能なサーバー型なものから，

無償のものまで数多く販売されており，比較的容易に

かつ安価で入手可能になってきている。また，それぞ

れのソフトウエア間でのデータのやり取りもほぼ可能

になってきており，データソースの増加とともにます

ます利用拡大されていくであろう。

日本でも1999年から開始されることとなった森林

資源モニタIノング調査に関する報告も見られた。森林

資源モニタリングについての報告では，日本の森林資

源モニタリング調査の方法を先進諸外国の方法と比較

し，問題点の指摘やデータ解析方法の提案などがなさ

れた。また，持続可能な森林経営に関する報告では，

日本国内だけでなく，ラオスやマレーシアといった海

外諸国における森林経営についての報告がなされてい

た。環境問題が地球規模での重要な課題となっている

昨今，持続可能な森林経営に関する研究は特に必要と

されている。

施業に関する報告では，人工同齢林へ択伐作業を適

用した報告，人工林を天然林へと誘導する試みに関す

る報告などが見られた。森林調査に関しては，標準地

法による林分椴造の推定に関する報告がなされた。森

林測定に関する報告では，林冠量から林内照度を推定

する方法についての報告があり，樹冠に関する情報を

通して成長蛍と林内相対照度の推定が可能であること

が示された。

森林と人とのかかわりに関する報告では，住民参加

による森林符理についての報告，市民グループによる

風 致部門
土屋俊幸（岩手大学）

本部門では,ポスターを含め計10題の発表が行われ

た。景観に関する報告としては，吉野を事例に，地域

における森林景観の個性と文化・歴史との関係の解明

から総合的な景観評価を行おうとする試み，精織な評

価法の適用による，嵐山の景観に関する既存の言説と

被験者による評価の間に生じたズレの指摘の報告など

があった。この2つの報告は，全く手法を異にするの

だが，一方が歴史的視点の重要さを指摘するのに対し

て，他方が歴史的，伝統的評価の危うさを突いており，

興味深かった。歴史的な視点をどう景観評価に反映さ

せていくかは，今後も議論されるべき重要な課題だろ

う。

こうした評価の精織化や総合化の方向とともに，地
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域の住民が手軽に行える簡便な手法の検討が，住民参

加による公園づくり，里山づくり等の進展の中で重要

となってきている。その意味で，レンズ付きフイルム

を使った手法の妥当性の検討，パソコンを使った低コ

ス|､な森林景観予測システムの開発の報告は，時宜を

得た研究といえる。ニュージーランド農村における自

然資源管理計画策定時の紛争を取り上げた報告も，住

民参加がどのような効果を上げ，問題を生じさせたか

を明らかにする意味があった。

さて，紙幅の関係から以上で言及できなかったが，

大学実習へのレク的要素導入の評illi,リゾートにおけ

る森林レク・プログラム導入の現況，アンケート等に

よるブナ・ブームの検証，医療・福祉現場での森林利

用の事例のまとめなどの報告も行われた。さらに，今

回も報告のなかった野外レク活動そのものの研究も含

めれば，「風致｣部門のすそ野は相当に広い。にもかか

わらず，少なくとも発表数の面で低空飛行が続いてい

る現状は，そろそろ改革する必要があるのではないだ

ろうか｡対応した専門学会･研究会が存在しないintel･-

disciplinaryな部門として，この部門の存在意義は決

して小さくない。部門名の変更も含め，強化の方向で

検討が開始されることを望みたい。

立 地部門
仲川泰則（京都大学）

立地部門の発表は口頭発表が36件,ポスター発表が

26fl行われ，例年より少なかった。今回の口頭発表は

1会場に減少したこともあったが，会場が広かったに

もかかわらず大勢の立ち見の出る状況もあった。口頭

発表の内容は，森林による酸の緩衝，渓流水質，土壌

中の炭素・窒素動態，土壌の理化学性，植物の生育と

立地磯境の関係，土壌生成など広純囲に及んだ。

森林による酸の緩衝に関する研究では，コケ植生に

よりA･層通過水の水質が変化することを示した研究，

森林土壌の酸生成と酸緩衝のバランスが標高により変

化することを示した報告などがあった。また，スギ林

が伐採されたあと土壌水が酸性化されることが示唆さ

れた。

渓流水質に関する研究では，渓流水の溶存有機態炭

素(DOC)濃度と硝酸態窒素濃度の比が土壌中の炭素

と窒素のバランスの指標になることを提案した研究，
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カルシウム濃度を指標にして，融雪時と降水時では出

水経路が異なることを示唆した研究があった。渓流水

質は生態系内のさまざまな作用が統合された結果であ

るため，その解釈に多くの困難さを伴うが，これらの

研究は特定の成分に着目することにより森林内部のプ

ロセスの類推を試みており，今後の展開力期待できる。

ほかにも，山火事跡地で降雨出水時に重金属の流出が

増加するという報告，治山ダム・林道工事などが行わ

れたあとの成分ごとの濃度変動パターンを15年もの

長期にわたって示した報告もあった。

土壌中の炭素・窒素動態に関する研究では，土壌呼

吸の根呼吸と微生物呼吸の分離を試みた研究,鱗剤
を用いて硝化活性にかかわる微生物の種類の判定を試

みた研究,菌根菌の成長に必要な窒素源を20種類のア

ミノ酸を用いて確認した研究が見られた。土壌中の炭

素や窒素の動態を解明するためには，微生物の寄与を

詳細にする必要があり，今後もこのような実験的手法

による基礎データの蓄積が必要であろう。ほかにも，

水移動に伴う渓流までのDOC泌度の変化，松枯れ地

での土壌水のDOC濃度と硝酸濃度の関係についての

報告があった。落葉の分解に伴う養分動態に関する研

究もあった。なかでも窒素の無機化に関する研究には，

堆積岩土壌の粒径組成の違いや皆伐後の枝条処理方法

の違いに着目した報告，土壌の乾燥状態から湿潤状態

へ回復後の窒素無機化速度の変化を示した研究などが

あった。炭素．窒素の無機化には，環境面で関心が持

たれるだけでなく現場レベルでさまざまな問題や要求

があるため，今後もさまざまな報告がなされるであろ

う。

土壌の理化学性に関する研究では，全国的に森林の

表層土壌の重金属濃度が農耕地土壌より高めであると

いう報告のほか，中国黄河河口域の塩類土壌の理化学

性と塩類溶脱特性，火山灰土壊に珍しいとされる乾性

ポドゾルの化学性，広葉樹林斜面とヒノキ林斜面の土

壌保水容量の比較などの報告があった。これらの研究

は土壌生成や植物の生育と密接にかかわる問題である

ため，今後もデータの蓄積が望まれる。

植物の生育と立地環境の関係に関する研究では，ロ

シア．サハリン州において2種類のササ群落の分布を

職雪深と土壌凍結により論じた報告，中国江蘇省の湿

地における池杉・ポプラの造林地で，水位と林分の現

存殿および樹体内養分蓄穣通の関係についての報告，

アカエゾマツ植栽木の成長城を斜面方向で比較した報

告などがあった。



がんせつ

土壌生成に関する研究では，御岳岩屑流堆績後に航

空勇#による緑化が行われたのち'5年で若干の土壌
の発達が見られた，海岸クロマツ林で広葉樹が侵入し

たのちに土壌条件が改善されたという報告があった。

これらの研究は遷移の進行に伴う森林の公益的機能の

向上を考えるうえで非常に参考になると考えられる。

ほかにも，炭素の安定同位体比を用いて，全国の黒色

土について土壌有機物の起源となる植生を推定した報

告，褐色森林土について国際的な分類上での位置付け

を試みる報告などがあった。

関連研究集会「流域における水循環・物質循環と森

林の影響に関するモニタリング｣では,4件の発表のあ

と，酸性雨長期モニタリングを継続していくための問

題点について活発な議論がなされた。

最後に，口頭・ポスタ一両会場を通しての全体的な

印象を述べる。森林の公読的機能を評価するうえで，

針葉樹人工林と広葉樹林がよく比較されるが，両者の

差違を明確にする困難さを感じた。近年，世界的に

DOCの動態に関する報告が増えているが,林学会大会

でも防災部門を含め増加傾向にある｡現段階ではDOC

と一括されているが，近い将来細分化されるであろう。

今大会では重金属に関する報告が多かった。重金属は

土壌に特異的に吸着されるため，これまで森林では浄

化されるとされてきた。しかし，微量でも生物に影響
かくらん

し，内分泌撹乱物質としても問題視されているため，

今後の研究の進展が望まれる。また，国外で行われた

研究も例年より多く，研究者の活動範囲が一段と広が

りつつあることを感じた。

生 態I部門
森章（京都大学）

生態部門の全発表件数は,口頭発表が51件(うち生

態11部門18件),ポスター発表が20件であった。口頭

発表は常に会場に立ち見が見られ,発表によっては中

に入れないほどで,大変磯況であった｡またポスター発

表も,会場は大変なにぎわいを見せていた。

生態I部門の発表内容は樹木に関しても，当年枝レ

ベルから，個体，個体群，ひいては景観レベルにまで

わたるさまざまなスケールで報告された。さらには，

生態I1部門で見られたように，菌根などの土壌に関す

る内容も見られ，非常に多岐にわたっていた。しかし

▼朝から大会に参加した方は望めたはずです

富士山

1

大山

↓

ながら，その発表内容は造林部門や立地部門の発表内

容と類似した分野の内容であるところも多々見られ，

逆に，それらの部門の発表内容が生態部門で行われた

発表内容と重複するところも見られ，プログラムの構

成に多少の考慮が必要であると思われた。

樹木の枝葉レベルの研究に関する発表では，異なる

光環境に生育した葉の形態と光合成特性から葉の光順

応性を報告したものや，当年枝を個体群と見なし，そ

の移入や移出といった空間性を考慮した研究報告，1

年枝上の果実充実に使われた光合成産物を，炭素安定

同位体を用いてトレースした実験報告などがあり，さ

らに，稚樹の光合成能力の季節変化と適応性に関する

研究報告や，枝の表面積と枝重量に関する研究報告，

葉形や|淵葉フェノロジーの地理的な差異を報告したも

のなどがあった。樹木はモジュラー生物であるので，

成長特性や林分の生産量についての詳細な研究のため

にも，今後，さらにシュートや葉といったモジュール

レベルでの研究展開が期待される。

個体，個体群レベルの研究に関する発表では，天然

林に生育していた個体の肥大成長に関する報告や，椛

樹のアロメトリーの光環境による差異に関する研究報

告，職雪による影響を調査した研究報告などが見られ

た。

繁殖に関しては、種子生産の豊凶周期について調査

し，個体間の同調性を複数種について報告したものや，

開花，結実特性を調べたもの，その他，豊凶の特性に

ついての研究報告が見られた。

森林の構造，景観に関する発表では，国内において，

植生とそれに影響する環境要因について調査したもの

や，広葉樹二次林と針葉樹人工林について，植物種多

様性を比較したもの，下層植生との関連を調査したも

の，林分椛造について言及したものなどがあった。さ
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らには，海外における調査，研究に関する発表も多々

あり，それらは熱帯から亜寒帯にまでわたるものであ

った。その内容は，焼畑により，物質循環に与える影

響を調べたものから，林分描造や植生と土壌について

の概要報告，純生産についての解析を林齢と地位から

解析したもの,さらに,半乾燥地における更新や，亜寒

帯での植生と土壌呼吸についての研究報告が見られた。

口頭発表で見られた研究報告内容は，内容が非常に

多岐にわたるだけでなく，その調査地も国内の暖温帯

から亜高山帯にまでわたるものから，海外においては

熱帯から，半乾燥地，さらには亜寒帯にまでわたる幅

広い地域からのものであった。

ポスター発表においても，非常に幅広い地域からの

研究報告が見られ，種子生産や種子散布，下層植生の

多様性，林分の柵造や更新動態，地上部現存量，外生

菌根菌についてなど，大変興味深いものであった。

森林生態系は非常に複雑なものであり，さまざまな

内部要因を持つだけでなく，外部要因にも非常に敏感

である。よって，森林の保全や持続的利用のためには，

森林内にあるさまざまなスケールの研究だけでなく，

景観や地域，ひいては地球環境での研究が不可欠であ

る。そしてそれらは，個々の内容が充実しているだけ

では物足りず，相互に関連づけられ，統合されること

で，発揮されると考えられる。よって，今後，他分野

の研究へも目を|句けつつ，自身の研究を深めていかね

ばならないと思われる。

生態II部門
伊東宏樹（森林総合研究所関西）

生態11部門では18件の口頭発表が行われた。内容

は，二次林の動態，人工林内での天然更新，林冠描造

と下層植生およびその多様性，櫛子と動物との関係，

樹木と菌根との関係などから,DNA分析によるスギ

の繁殖パターンや菌類の分布解析に至るまで多岐にわ

たっていた。本稿では，その中から一部を紹介する。

東京都八王子市の都市近郊林についての研究では，

若い二次林ではアラカシがこれから優占してくると予

測されるとの結果が発表されていた。古い林分と比較

すると，スダジイやモミ・アカマツなどの種が欠けて

おり，種構成にも違いがあるとのことである。

神奈川県相模原市の里山林の描成樹種の動向につい
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ての研究では，優占しているコナラに被圧されたエゴ

ノキが衰退しつつあることが報告され，愛媛県松山市

のモミ・ツガ二次林の動態についての研究発表では，

現在優占しているモミが今後も優占していく一方で，

クリが急激に減少すると予測されていた。

広島県東広島市において松枯れの現況を研究した発

表では，管理形態と地形とが，アカマツの枯死率と有

意に関係あることが報告された。管理を継続している

林分ではアカマツ林が維持されている所が多いが，こ

うした林分では，管理を放棄すると後継の高木の定着

が遅れ，高木林が維持できなくなる可能性があるとい

うことである。

堅果の成熟期間の異なるアベマキとコナラとで，堅

果に対する昆虫の加害様式を比較した研究では，アベ

マキには種子食昆虫の影聯が大きく，コナラでは相対

的に小さいこと力韓R告されていた。この発表について、

マスティングの有無を問う質問があったが，マスティ

ングと動物との関係についてはこの発表のすぐ後の発

表で議論がなされた。観察を中心とする従来の研究方

法には限界があり，新しい研究方法が必要であるとの

指摘がなされていた。

造 林部門
酒井敦（森林総合研究所四国）

造林部門は昨年2会場のところ今年は1会場で開催

された。口頭発表は33件（テーマ別発表を除く)，ポ

スター発表は7件である。昨年が口頭発表59件,ポス

ター発表10件あったことを考えると,造林部門が縮小

傾向にある感は免れない。ちなみに，これと反比例す

るように増えているのが生態部門である。森林の持つ

多面的な機能を重視する社会的風潮を反映していると

いえよう。余談であるが，日本の森林，林業関係の公

的研究機関では「造林」の名を冠した研究室がどんど

ん消えつつある。私の所属は造林研究室だが，それも

行政改革の波を受け，この名称も風前のともしびであ

る。それはともかく，発表会場では，育種，育苗，菌

根菌，物質循環，森林の生産構造，生理生態，密度管

理，広葉樹林の保育技術等々非常に幅広い分野の話題

が提供され，活発な質疑が行われた。以下トピックを

選び誌面の許すかぎり紹介したい。

「林冠の構造とその変化」森林は垂直方向に発達し
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し，その原因としてやはり通水抵抗が考えられるとし

た。このケースでは，冬季に土壌が凍結した状態で葉

温だけ上昇するため，通導組織に回復不可能なキャビ

テーション（閉塞）が起こるという。また，鍛代（日

本大）は長野県縞枯山において，シラベ枝条の枯損過

程を調べ，雪を伴う冬季の風衝が枝条にダメージを与

えることを示した。林縁木が柚損するという点では作

田らの報告と類似するが，傷害の形態やそれに対する

樹木の生理的反応が異なり興味深かった。細胞，組織

レベルの生理現象から枯損のような樹木個体の生命現

象を説明することは，対象が巨大ということもあり，

非常に困難な作業である。しかし，私たちがふだん目

にする樹木の挙動を理解し，これを保全または利用す

るためには，生理学的なアプローチが今後とも極めて

重要な役割を占めることだろう。

「炭素収支モデル」この話題は造林会場で2題行わ

れた。1つは伊藤（筑波大）による，グローバルスケ

ールでの陸上生態系における炭素循環を表現したモデ

ルである。ここでは，各森林帯の定常状態における炭

素収支，大気CO2濃度の変化についてシミュレーショ

ンを行い，かつ他のシミュレーションモデルとの比較

を行う意欲的な内容であった。いうまでもなく，地球

温暖化を背景にした，今が旬の研究課題である。ただ

質疑にあったように，人間の活動による影響をどのよ

うにしてこのモデルに組み入れるかが今後の課題とな

るであろう。もう1つは村本（広島大）らによる，ス

ギ人工林の炭素収支を表現したシミュレーションモデ

ルである。こちらは人間の干渉活動をもろに評価し，

伐期をどのように設定したら炭素蓄積量が増え,CO2

削減に貢献できるかといった，具体的な提言を盛り込

んだ内容であった。余談であるが，炭素循環について

は立地や生態の会場でも関連する発表が多く行われた。

これらを，つのセッションで行えばより有意義な議論

ができたかもしれない。各会場の発表スケジュールを

見渡すと意外にそう思われる組み合わせがあり，少し

もったいない気がした。
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た複雑な構造を持つため，森林の上部の構造やその時

間的変化についてはいまだにわからない部分が多い。

今年度は林冠構造を扱う発表が特に多かったように思

う。水永（鹿児島大）らは常緑広葉樹二次林において

立体的な着葉分布について報告を行い，森林の発達段

階に応じて着葉分布の垂直的分化が起きること，その

際樹種の交代は不連続的に起きることを明らかにした。

竹内（森林総研・関西）はヒノキ若齢林において樹冠

長の経時的変化を調べ，無間伐林では樹冠長が一時極

大になりその後低下することを示した。また，間伐は

林木の樹冠長を大きくする（つまり枝の枯れ上がりが

遅れる）効果があるが，間伐後数年も経過すると無間

伐林と同じ樹冠長に収束することを示した。横田（岐

阜県森林研)は間伐後24年経過した落葉広葉樹林の樹

冠榊造を調べ，樹冠'隅の墹加が幹の太りに効いている

こと，分枝高の変化（つまり枯れ上がり）が間伐を行

った林で少ないことを示した。一方で間伐による後生

枝の発生などの問題が指摘された。また，ポスター発

表では城田（九州大）らがスギー斉林において葉と枝

の分布を調べ，高さがそろった林でも胸高直径分布に

バラツキが生じ，その原因は樹冠の大きさによるので

はなく，樹冠の葉量密度の違いによるものであること

を明らかにした。これらの研究は，扱う対象も研究の

目的もそれぞれ異なるが，全体を通して見ると森林の

樹冠構造を支配する法則性が見えてくるようでおもし

ろい。

「林木枯損の生理的メカニズム」ヒノキ林を伐採す

ると残された林縁木が枯損することがある。作田（九

州大）らは林縁木の当年生シュートのガス交換特性と

水分生理特性を調べ，林縁木の枯損衰退の要因として，

物理的な要因（モメなど）による道管部の通水抵抗が

考えられることを示した。丸山（森林総研・北海道）

らは集団枯損したトドマツ林を調べ，部分枯れした個

体の当年生葉が日中水スl､レスにさらされることを示

生 理部門
小川匡之（名古屋大学）

生理部門は一般講演，ポスター発表，そしてテーマ

別セッション「樹木の環境適応とストレスフイジオロ
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ジー」の3つの会場において合計44件の発表が行わ

れ，いずれの会場においても大いに盛り上がりを見せ

た。

一般講演会場では，15件の発表が行われた。炭素安

定同位体を用いての光合成産物移動の観察をはじめと

する外生菌根菌に関する4件の研究，カラマツの光合

成特性，ユーカリ属挿し木の生理，クスノキ葉のアン

トシアニンやトチノキの植物ホルモンに関する研究な

どが報告された。近年スギ花粉症が大きな社会問題と

なっているが，スギ雄花の休眠と覚醒の知見に関する

報告もあった。また，温度に関する3件の研究，光，

自動車排ガス，乾燥ストレスなど，環境ストレスに関

する発表も数多くなされた。

ポスター会場では6件の発表が行われた。発根や花

芽形成機構への植物ホルモンのかかわりに関しての2

件，地下部の吸水に関する2件，そして外生菌根菌の

リン酸可溶化能に関する研究，樹幹温度を樹木活性度

として用いる研究が報告された。いずれのポスターも

内容が簡潔かつ美しくまとめられており，多数の見学

者があった。

テーマ別会場では,2日間にわたって23件もの発表

が行われた。1日目は亜寒帯林，湿地林，熱帯林とい

った海外の樹種を対象とし，現地で，あるいは研究室

で行った研究，神奈川県大山の樹木枯損に関する2件

や，実験室でアルミニウムや酸性霧と乾燥の複合スト

レスをかけた研究，樹木ス|､レス研究に遺伝子技術を

導入する技術開発に関する3件の研究が報告された。

2日目は地球温暖化を想定した高温ストレスや二酸化

炭素透過性に関する研究，光環境に関する5件の研究，

低温耐性に関する4件の研究が報告された｡テーマr樹

木の環境適応とストレスフイジオロジー」は東大の小

島先生，静大の向井先生，そして森林総研の篠原先生

がコーディネーターとして取りまとめられ，本111回

大会で4回目を迎えるが年々参加者も増加している。

高温ストレスといった関連するテーマでの数件の発表

ののち，そのテーマでの総合討論が設けられ活発な議

論や有益な助言があり，熱心な討議でしばしば時間が

オーバーすることもあったが，それだけに発表者，特

に若手研究者にとっては得るものが大きかったものと

思われる。

生理部門だけに限った話ではないのだが，口頭発表

が一般講演，テーマ別と別会場に分かれ，かつ同じ時

間に開催されたので，関連した研究発表を聞くことが

できないといった弊害が少なからず発生したと推測す
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る。また，本大会ではポスター発表のコアタイムが発

表者個人の裁量に任されていたため十分な討議が行え

ず，発表者，見学者双方に不利益をもたらした可能性

は否定できない。

生理研究の材料としては草本よりも不利な樹木であ

るが，それゆえにその研究は意義深い。事実，地球温

暖化など来世紀のキーワードに即した数多くの研究発

表がなされており，今後の発展がますます期待される。

育 種部門
田村明（林木育種センター）

育種部門は口頭,ポスターを合わせて40件の発表が

あった。今年は育種関係者以外からも多くの人が集ま

り，学際的な雰囲気の中で活発な意見交換がなされた。

以下に興味深かったものを紹介する。

口頭発表では合計31件の発表があった。まず，選

抜，評価に関する研究として4件の発表があった。集

団選抜法がカラマツでも有効であり，採種園の改良や

育種集団林の造成によってさらに改良効果が高まる可

能性が示唆された。また,一般組合せ能力をBLP法で

詔町できることが示された。スギでは狭義の遺伝率が

個体間競争によって過大評価される可能性が示唆され

た。スギ精英樹はクローンによって環境要因に対する

適応性が異なること力ざ報告された。

病虫害に関して2件の発表があった。アカエゾマツ

精英樹家系では暗色雪腐病に対する抵抗性の変異が大

きく，トドマツと同様の高い抵抗性を示す家系がある

ことが認められた。

培養と増殖等に関する5件の発表があった。ヒノ

キ・サワラにおいて不定胚形成細胞からプロトプラス

トが単離され，不定胚細胞の再分化が可能であること

が示された。フローサイトメーターで組織培養中の染

色体の異数性や倍数化などの変異を調査する方法が開

発された。グイマツF1の挿し穂台木は，苗木の得苗率

や枝性等を考慮すると，播種後2年目までの個体を台

木に用いることが適当であることが示された。これら

の研究が多方面で発展・応用されていくものと考えら

れる。

DNA分析による研究として11件の発表があった。

蛍光RAPD法を利用したクロマツの高密度の連鎖地

図を作成したこと,QTL解析ではアカマツのマツノザ



▼体育館に設営された見事なポスター会場は日大の学生さ
んたちによる手作りとか。きびきびとした対応も印象に

イセンチュウ抵抗性遺伝子，スギの晩材率，晩材幅お

よび平均密度を支配するQTLが明らかになってきた

こと，スギではトリソミックスを選抜する手法が開発

されたことから，連鎖群と染色体との対応が可能とな

ったことなどが報告された。マツノザイセンチュウ抵

抗性クロマツ採種園では，次代への各クローンの寄与

が母親または父親のいずれかに偏り，特定のクローン

が大きく寄与していることが報告された。また，スギ

採種園における外部花粉の流入率，自殖率，任意交配

をマーカーによって調査できるようになったとの報告

がなされた。MuPSによって九州産スギ精英樹と在来

品種の整理が行われた。これらのDNA分析に関する

研究は，育種部門の中でも大きな比重を占めるように

なってきており，今後のますますの発展力糊待される

ところである。

遺伝資源保存のための研究として6件の発表があっ

た。ハリギリ天然4集団内では任意交配が行われてお

り，集団間の遺伝変異の差異がほとんどないこと，サ

クラバハンノキの保存はおのおのの集団の遺伝的な特

徴を把握したうえで行う必要があることが示された。

また，丹沢山地のスズタケの群落構造と遺伝的変異，

ヒバ天然林およびミズナラ天然林における個体間距離

と遺伝的な類似度の関係が明らかにされた。希少樹種

のヤクタネゴヨウの生育条件の異なる個体ごとの繁殖

特性が明らかにされた。今回の発表は遺伝資源を保全

するうえで具体的な指針を示す研究が多かったように

思われる。

花粉症に関する研究として2件の発表があった。雄

花・花粉生産量が品種間に差があること，富山県で発

見された雄性不稔を示す2個体の形態についての報告

があった。地球温暖化に関する研究として1件の発表

があった。スギ精英樹クローンの抽出成分にも炭素が

固定されており，クローンによって抽出成分量が異な

ることが明らかにされた｡

ポスターセッションでは合計9件の発表があった。

A"ice""α柳αγ”αのカルスの組織形態的特徴の観察

および子葉プロトプラストの細胞レベルの特異性，

B"ugz""wsawwzg"〃におけるプロトプラストの単

離とギンドロとの細胞融合，カルスの金属元素の分布

が不定芽分化培地の移植前と移植後で異なることなど

が発表された。また，わが国に導入されたコウヨウザ

ンは遺伝的多様性を維持していること，本州中部のう‘

ナ集団はミトコンドリアゲノムの異なる系統が接触し

て形成されたことが明らかにされた。
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樹 病部門
田端雅進（森林総合研究所四国）

樹病部門では口頭発表43件,ポスター発表4件の発

表があったが，マツ材線虫病，ナラ・カシ類の集団枯
せんこう

損に関与するカシノナガキクイムシと樹皮下穿孔性キ

クイムシ，カラマツとヒノキの根株腐朽被害に関する

研究発表が多かった。

マツ材線虫病ではポスター発表を含め18件の発表

があり，マツ材線虫病の病徴進展と木部樹液の表面張

力，マツ材線虫病初期感染過程における木部の細胞学

的変化，マツ樹体内におけるニセマツノザイセンチュ

ウとマツノザイセンチュウの競争，接種木の枯死に影

響を与えるマツノザイセンチュウの要因，マツノザイ

センチュウの代謝産物とキャビテーション発生，誘導

抵抗性，ヒラタケのマツノザイセンチュウ捕食効果，

マツノマダラカミキリに対するマツノザイセンチュウ

の侵入および離脱，マツノマダラカミキリの個体間に
でんぱ

おけるマツノザイセンチュウの伝播，年輪解析を通じ

て見たマツ枯れ，人工酸性雨がマツ材線虫病の進展に

与える影響，マツ材線虫病の被害と菌根菌の関係，マ

ツノザイセンチュウを接種したクロマツの肥大成長と

病徴などの研究について報告された。

カシノナガキクイムシでは7件の発表があり，太平

洋側に発生したナラ・カシ類の枯死被害，カシノナガ

キクイムシとナラ類の枯死の関係，カシノナガキクイ

ムシの穿入木と未穿入木における樹幹表面温度の推移，

カシノナガキクイムシの穿入木と末穿入木における水

分生理変化，ナラ類集団枯損被害の薬剤防除法などの

研究が報告された。また，樹皮下穿孔性キクイムシで
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は4件の発表があり，マツノキクイムシが随伴する菌
し篭

類,シラベ縞枯れ林に関連するキクイムシと伝搬され
る菌類の地域による違い，カナダ産キクイムシ2種

(De""@c"""sγ"伽"z獅応とPりMMp吻況sγ郡師e"‐

"お）から分離される菌類とその病原性,Ce7""ys"

〃γ施加〃を接種したカラマツ生立木での病徴の進展

に関する研究について報告された。

カラマツとヒノキの根株腐朽被害では5件の発表が

あり，カラマツの根株腐朽被害を起こすカイメンタケ

の交配，カラマツ根株腐朽菌の発生生態，カラマツ根

株腐朽菌の林内分布，ヒノキの根株腐朽被害を起こす

キンイロアナタケの被害実態，ヒノキの根株腐朽被害

を起こすコガネコウヤクタケの林内分布に関する研究

が報告された。

そのほかに13件の発表があり，ウルシ紫紋羽病菌の

伝搬の推移，ファイトプラズマによるホルトノキ萎黄

病の被害実態，メヒルギ枝枯れ病の病原と被害実態，

成木における水分生理機能とAcousticEmission発

生との関係，リュウキュウマツ漏脂胴枯病の被害実態，

クロマツ褐斑葉枯病菌の分生子の形成・分散と発病の

関係，トドマツ造林地に発生した集団枯損の原因，病

原力の異なる暗色枝枯病菌を接種したスギ新鮮丸太に

おける防御反応，ヒノキ漏脂病の病原菌である可能性

が高いc鰄gl"""0""の発生生態日本産ナラタケ

7種の病原性などの研究について報告された。

マツ材線虫病やカシノナガキクイムシの研究発表で

は，空席も少なく時間帯によっては立ち見が出るほど

であった。また，その他の研究発表も全体的に盛況で

あった。

なお森林病害研究会では｢森林微生物の個体に迫る」

と題して3件の発表があった。この研究会では森林微

生物の分子生物学的研究に用いることのできるDNA

マーカー，カラマツ根株心腐病菌の林内分布，外生菌

根菌の「個体」とは？－アミタケを材料とした研究と

その課題一について，それぞれの領域における最近の

研究の進展状況が示された。

動物部門
佐藤菫穂（森林総合研究所四国）

動物部門では昆虫関連のものが口頭発表26件,ポス

ター発表1件,鳥獣関連のものが口頭発表11件,ボス
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ター発表3件があった。

昆虫分野では，材線虫病によるマツ枯損に関連した

発表やカシノナガキクイムシが関与するナラ枯損の発

表の多くが樹病部門の発表会場で行われたこともあり，

林業害虫を対象とした発表の占める割合は少なかった。

マツノマダラカミキリについては寄生性天敵である

ポーベリア菌の施用試験での死亡率や，捕食寄生者で

あるサビマダラオオホソカタムシによる野外での寄生

状況と飼育法について報告された。また，カシノナガ

キクイムシについては配偶の際の発音行動やナラ類の

生立木のシート被覆による防除事例が報告された。

スギ・ヒノキ材質劣化害虫に関する発表は5件あっ

た。スギカミキリの林分間での移動分散，ニホンキバ

チの生立木への産卵行動，ヒノキカワモグリガの林分

内被害分布の経年変化といった被害発生機機に関する

報告や，間伐放置木を発生源とするニホンキバチの被

害防除のために，間伐時期や放置方法に工夫を加えて

発生量を抑制する方策などについての報告があった。

狭義の林業害虫以外の発表はまさに多彩で，森林昆

虫の生活史，生態系における機能，群集櫛造，保全な

どにかかわるさまざまな内容が発表された。いくつか

例を挙げるとヤマモモヒメハマキの生活史，モウソウ

チクのゴール（虫こぶ）の空間分布，小笠原に移入さ

れたアカギを制御するために食葉性昆虫クロツバメを

利用する試み，コナラのタマバチのゴール,ﾉ,の寄生者，

フタバガキ林におけるハナバチ類の送粉システム，倒
せんこう

木内の二次性穿孔性甲虫群集，森林内の小河川の水生
せきつい

動物群集，林道法面の無脊椎動物群集，スギ樹冠層で

枯枝を分解する節足動物，カミキリムシ類を指標とす

る森林利用の影響評価，日本ではなじみの薄いLind-

grenトラップによる昆虫調査法の紹介,針葉樹林での

昆虫量の推定法としての落下虫糞調査法など，研究対

象として扱う材料も方法も多種多様な発表が続いた。

これらは森林昆虫に関する研究が従来の森林保護の枠

組みを超えるようになってきたことを示している。森

林保護のための林業害虫研究がこれまでどおり重要で

あることには変わりないが，それだけでなく森林の役

割と仕組みを明らかにするうえでそこに住む昆虫につ

いても詳しく調べていこうという方向性が現れている。

一方，鳥獣分野ではシカ4件，サル．ネズミ各2件，

ノウサギ・クマ・カワウ各1件が森林被害に関する報

告であり，依然として動物による被害の防除が重要な

問題として位置付けられることを示していた。種ごと

の個別の被害事例の解析や防除試験の報告のほかに，



q整備の行き届いた構内

ニホンザルやツキノワグマによる樹皮食害が栄養摂取

のための採食行動であることを裏付けるための栄養成

分分析などが報告された。特にシカ被害に関する発表

は近年多く，動物部門のほかに生態部門においてもシ

カが森林植生に与える影響などが報告されていた。動

物学の立場から森林被害の発生機構を明らかにしたり，

防除技術を開発したりするのは当然必要な研究である

が，それだけにとどまらず被害防除および野生生物と

の共存のためには，森林経営などの他の分野の研究者

や行政関係者の協力が不可欠であり，今後の多方面の

人たちの関与が期待される問題である。

森林被害関連のほかには，センサーカメラによる動
かくらん

物モニタリング法，台風による森棚覚乱が鳥類に与え

る影響，衛生害虫であるヤマビルの寿命についての報

告があった。

関連研究集会として，動物に関して3つの集会が行

われた。森林昆虫談話会では「マツ枯れ研究－その展

望と課題一」と題して，枯損の生理的メカニズム，材

線虫病の系の進化，アメリカにおける材線虫病研究に

ついての話題提供があった。この中で注目されること

の1つは，材線虫病に対して抵抗力のあるマツが増え

ると感染したマツの生存期間が長くなって他個体への

感染率が上がり，条件によっては材線虫病の拡大速度

が大きくなることが，材線虫病の系のモデル解析によ

って示されたことである。材線虫病の土着病化や抵抗

性育種などを視野に入れたこれからの研究を進めるう

えで考慮せねばならない点である。

自由集会「生物多様性の保全と林業の関わりを考え

る」では森林昆虫の保全が取り上げられた。持続可能

な林業の前提条件となった生物多様性の保全のため，

昆虫の多様性をどのように評価し，保全をどう考える

かについて，4つの異なる角度から話題提供があった。

鳥獣研究者の自由集会では，昨年の鳥獣保護法の改

正を受けて「資源としての狩猟鳥獣の保護管理」がテ
隠

一マとなった。鳥類，哺乳類のそれぞれについての話

題提供があり，今後必要とされる研究や鳥獣保護行政

について議論が交わされた。近年の獣害増加の大きな

要因として狩猟者の減少による捕獲数の低下が指摘さ

れ，鳥獣の保護管理のためには信頼できる狩猟体制の

確立が重要であるという問題提起がなされた。

防 災部門
蔵治光一郎（東京工業大学）

発表件数は口頭発表32件，ポスター発表25件，計

57件であった。昨年はテーマ別セッションがあった関

係で，発表件数の単純な比較はできないが，例年並み

の数であるといえる。今年は防災部門に対応したテー

マ別セッションは設定されなかった。

発表は大きく森林水文分野と地形災害分野に分類で

きる。森林水文分野では，森林微気象観測・モデリン

グが14件，降雨流出応答･素過程の観測・モデリング

が17件，水質が8件，その他（土壌呼吸など）が3

件，計42件の発表があった。

森林微気象に関しては，昨年のテーマ別セッション

以来,非常に活発な研究が継続して行われており,1990

年代前半に超音波風速計が使われ始めた時代（第1次

フラックスブーム）に続く“第2次フラックスブーム”

とでもいうべき様相を呈している。その理由として，

森林総研が全国6地点に展開しているFLUXNET

JP,GAMEなどの地球畷境観測国際共同研究プロジ

ェクトに伴って建設・利用された鉛直一次元微気象観

測タワーの存在が挙げられる。森林のCO2交換におけ

る役割に対する社会的要請もあいまって，このような

タワーを用いた観測で熱・水に加えてCO2を観測する

ことは，もはやふつうになった感がある。本学会でも

CO2フラックスに関する報告が多くなされた。国内で

はFLUXNETからの3発表と滋賀県桐生試験地，東

京農工大学演習林，海外ではGAMEプロジェクトの

一環として行われている北タイ，東シベリアと，半島

マレーシアの研究発表があった。これらに加えて，森
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林のCO2ソースとして重要な土壌呼吸量,土壌中CO2

漉度プロファイルの観測報告が2件（千葉，愛知，タ

イ）あり，大型土壌サンプルを用いて温度・水分条件

をコントロールしつつ，土壌呼吸量，濃度プロファイ

ルの観測ができる実験装置も発表されていた。CO2に

関する研究は今後ますます増えていくことが予想され

る。CO2以外では，林内外雨･樹幹流の観測に基づく遮

断蒸発量の観測(岩手，シベリア)，ヒートパルス法や

茎熱収支法による蒸散量の推定（北海道ササ，九州マ

テバシイ）が報告された。渦相関法による顕熱，潜熱

の観測結果は，放射収支と地中熱流量の差と比べて過

小評価されるという傾向が世界的に認められることが

未解決の重要な課題として指摘された。これらの観測

結果をビックリーフモデル,Penman-Monteith式，

パルク式などの簡易なモデルでシミュレートした研究

の発表が多くあったが，多層乱流モデルなどのより精

密な物理モデルの適用には至らないものがほとんどで

あった。

降雨流出応答・素過程では，実験室で土壌の雨水貯
かくらん

留能力を測定した研究，大型不撹乱サンプルを用いた

2次元水移動の研究，マクロポアを含む土層の水移動

特性を実験と数値シミュレーションで解析した研究，

リター層の保水・通水機栂に関する実証的研究，伝統

的な斜面水文観測をベースとした研究，パイプ流出に

対して基盤岩地下水の寄与が大きいことを指摘した研

究，流域レベルで土壌水分の空間的ばらつきを観測し

た研究，流域からの夏・冬最小流出量の年々変動を決

定する降水量指標を論じて森林の渇水緩和機能を解析

した研究，流域のスケール問題にTOPMODELのパ

ラメータを介してアプローチした研究，多雪山岳地域

における融雪量の時空間分布研究などが発表された。

全体として，研究が自分のフィールドにおける限られ

た現象を細かく論じる方向に向かっているものが多く，

用いている手法もまちまちで，レビューや一般化を目

指した研究が少なかった。森林微気象分野の発表と比

べて研究の目的が拡散しているような印象を持った。

水質に関しては，松枯れが地下水･渓流水のNO3-濃

度・季節変動に及ぼす影響を検出し，それを水文学的

に解釈した研究，水の安定同位体比を用いた降雨から

渓流までの水移動･樹体内の水移動の解析,DOCの形

成過程，有機物蛍光特性を用いたエンドメンバー・ミ

キシング解析などが発表された。多くの研究が，水そ

のものの動きと水質の時空間変動を同時に観測し，水

質変動を水文学的プロセスから説明しようとすること
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を目指すものであった。

地形災害の分野では，口頭10件，ポスタ－5件の発

表があったが，前年度と比べると4件ほど減少した。

土砂流出に関しては，流域からの土砂流出（浮遊砂，

評価法)，土の強度,噴火噴出物上の植生回復などにつ

いて発表があった｡研究発表初日の3月31日に噴火し

た有珠山の近傍地域を対象とした研究が3件あった。

大きい流域の土地利用変化が土砂生産に及ぼす影響を

研究した発表があったが，源流の試験流域に閉じこも

りがちな森林水文・砂防学者にとって重要な問題意識

であろう。その他，海岸林の塩分捕捉機能や，屋敷林

の微気象改善機能についての発表があった。防災とい

うセッション名に対して，全発表件数に占める防災関

連研究の件数は年々減っているように思われた。

最後に，水質および土壌呼吸量，土域中CO2濃度に

関する発表は立地のセッションでも朧んに行われてい

たが，会場はかなり離れていた。今後とも立地，防災

両セッションの内容重複傾向は続くと思われる。より

幅広い，実りある議論を実現するために，防災・立地

の2会場を隣接させる，発表時間帯を調整するなどの

配慮が必要であると感じた。また，関連研究集会とし

て，4月2日には森林水文ワークショップ「森林にお

けるCO2フラツクス研究の動向と課題」および研究集

会『流域における水循環●物質循環と森林の影響に関

するモニタリング」が行われ，それぞれ活発な議論が

交わされたが，残念ながら会場は遠く離れた建物に設

定されていた。来年の学会では別の日・時間帯に設定

する，同じ時間帯なら会場を隣接させるなどの点，配

慮されることを望みたい。

利 用部門
鹿島潤（森林総合研究所筑波）

吉田智佳史（森林総合研究所筑波）

熊倉由典（宇都宮大学）

●労働科学分野では2件発表があった。高性能林業機

械オペレータ養成に関する研究では，シミュレータに

よるトレーニングが操作習熟に有効であることが示さ

れた。また,2グリップ型刈払機用の新型ベル1､の開発

に関しては，安全な作業を確保するために必要な，刈

払機の移動許容範囲についての検討が報告された。

林業機械分野では口頭2件，ポスタ－1件の発表が



あった。かかり木処理の危険性が指摘されていること

を受けて，木回しフックの形状を変化させて，材径に

広く対応できるフックの形状パラメータに関する検討

が報告された。機械の無人化に関する研究では，履帯

型小型運材車の無人走行については，永久磁石をマー

カーに使用することによって走行エラーを修正可能な

ことが報告され，多関節脚式移動機械については，脚

機構を有効利用して地形の傾斜や凹凸に対応しながら

移動するための機構と制御方法に関する検討が報告さ

れた。

森林情報の収集・解析に関する研究について口頭で

2件，ポスターで3件の発表があった。GPSに関連し

ては，ビーコン局を利用したDGPSの実験から，受信

機種や観測点周辺植生などの受信潔境により測位精度

は異なるが，ビーコン利用は位置情報収集に有効であ

るとする報告や,GPS搭載型携帯端末を開発し，移動

局と基地局の間でデータ通信を行いながらデータの蓄

積や位置情報の提供などに利用できることが紹介され

た。森林情報を得る手段に関しては，空中写真にバル

ーンを色濃度指標として写し込み，写真情報から精度

の高い林相区分を行う試みが紹介され，結果を森林管

理に応用する試みが報告され，ビデオ画像から立木や

作業情報をパソコン上で3次元解析する，ビデオ画像

を基にした森林作業観測システムの開発も紹介された。

さらに，森林モザイクをパターン分離する方法が紹介

され，林道配置係数とパターンの検討から，パターン

がランダムへ移行するという将来予測がされ，将来の

集材を想定したグループ化が可能なことが示された。

森林情報に関する発表には，利用部門を専門とする研

究者や関係者以外にも多くの人が会場を訪れ，森林情

報を得る手段にさまざまな分野の人から大きな関心が

寄せられていることが感じられた。

●作業システム分野では，12件の口頭発表があった。

路網密度に関する研究では．作業機械の出力をパラメ

ータとして最適路網密度を決定する手法が示された。

機械の大型化により生産性は向上する反面，路網作設

費は増大することに着目し，マチュース理論に機械サ

イズ等を指標とした値を代入し最適路網密度を求める

との報告であった。林道および作業道の法面に関する

研究では，切取法面の崩壊に影響する要因分析に関す

る報告および法面の崩壊土砂量の経年変化に関する報

告がなされた。法面の崩壊は維持管理費の増大による

経済的負担をもたらすとともに，環境問題や土砂災害

への引き金にもなる因子である。現地において詳細な

▼ポスター会場には企業ブースも。日大OBがプレカット
したものを，学生さんたちが組み立てたもの

計測を行ったこれらの報告は大変貴重なものであった。

また，木製椛造物を施工した盛土斜面の変形解析に弾
そ

塑性有限要素法を適用した報告がなされた。今回はシ

ミュレーションによる検討のみであったが,1/10模型

による実験も準備中とのことであり今後に期待される。

高性能林業機械の稼働実績に関する研究では，全国

の素材生産業者を対象としたアンケート調査から，わ

が国の木材生産における高性能林業機械の使用割合を

推定した報告がなされた。実態を把握することが非常

に困難なテーマではあるが，300事業体以上の回答か

ら得られた今InIの分析結果は大変貴重なものであり，

今後の研究に大いに役立つものと思われる。また，高

性能林業機械の効率的利用事例として北海道芽室町森

林組合を対象とした調査報告がなされた。一方，高性

能林業機械の維持廃棄に関する研究として，機械の維

持管理に必要な修理費の分析に関する報告と機械の廃

棄更新状況の分析に関する報告がなされた。わが国に

高性能林業機械が導入されて10年以上経過し,普及台

数も2,000台を数えるようになった。比較的高額な機

械である高性能林業機械を効果的に利活用するために

は，今回のような調査分析が非常に重要である。今後

のさらなるデータの蓄積に期待したい。

高性能林業機械を用いた作業システムに関する研究

では，林地傾斜，集材距離，立木密度，平均単材穣の

4つの条件が労働生産性に与える影響を統計的手法に

より分析した報告がなされた。適正な作業計画を立案

する際作業現場に応じた作業方法および機械の選択

は非常に重要な因子と考えられる。今後のさらなる研

究の発展に期待したい。

エネルギー問題，環境問題は地球規模的問題として

近年非常に亜要な課題となりつつある。造材時に発生

する末木枝条を森林バイオマス資源として位置付け，

わが国における利用の可能性を収穫システムの面から

検討した報告がなされた。また，路網や伐採林分によ
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る森林の景観的断片（森林パッチ）の形状特性をフラ

クタル次元により推定する試みが行われ，これを実際

の5町村内の林小班に適応した結果が報告された。そ

の結果，森林パッチの形状特性の把握にフラクタル次

元はおおむね有効であることが確認されたが，さらに

領域を拡大して調査を重ねるとともに，より的確な指

標についても検討するとのことであった。

●テーマ別セッション「森林作業と森林環境」は，1）

生産性向上と森林環境の維持の調和，2)経済的な森林

の利用可能な条件，3)影響が大きい地域での作業シス

テム，について12件の発表があった。

1)では，防災水源かん養路綱が紹介され，作設後3

年を経て側洲に土砂が堆積している状況などが報告さ

れた。次に，土壌支持力の季節変化，伐採作業後の経

年変化から，冬期の乾燥に伴う土壌支持力の上昇と降

雨に伴う低下，クローラトラクタ通過後の土壌支持力

と土壌締め固めへの影響調査が報告された。また，車

両系機械の森林内走行に伴って樹根力討受ける影響につ

いての研究や，ハーベスタ・フォワーダ作業に伴う被
はく

害木状況が報告され，機械作業による樹皮剥離が，風

害などによって辺材部損傷へ進行することが指摘され

た。最後に，プロセッサ処理後の枝条の調査から，物

理的には流出は起こらずその場で朽ちていくこと，化

学的調査では残枝周辺への影響はほとんど見られない

ことが報告された。今回で1）にかかわる研究発表は，

テーマ別としては終了することとなったが，森林作業

に伴う森林環境への影響を調査し，データベース化を

図ることは重要である。そのためには，調査方法のス

タンダード化，全国一斉調査の実施などが必要である

と思われた。

2)では，北方落葉樹林の人工ギャップと林床の炭素

動態の調査結果が報告され，ギャップの大きさに注目

が集まった。森林作業に伴う炭素動態の変化が懸念さ

れるが，直径30mのギャップでは影響が少ないこと

が報告された。再造林の早期実施，間伐では影響が小

さいことが考えられた。次いで，森林環境への影響を

考慮した架線による観測・精査システムの報告，マレ

ーシアにおける大型タワーヤーダを用いた択伐作業試

験の報告，インドネシアにおける森林作業実態報告お

よび社会的還元の重要性，作業環境などの調査方法の

提案力封なされた。

3)では,GIS技術による土地利用と植生分類，地形

的特徴の算出を行い，経営可能な森林の量的把握を行

う方法が報告された。わが国の森林資源からの木材生

産に関する見通しの報告が行われ，木材資源の新たな

利用による需要の拡大，公益的機能重視の森林の施業

のあり方の重要性が指摘された。今後,GISの利用

や，グローバル化に対応した研究が進められていくも

のと思われるが，常に基本に立ち返り，足元のしっか

りした研究を心がけたいと思う。
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木平勇吉氏（前．農工大，現・日大教授）は4月6
日，東大・山上（さんじよう）会館（左上写真）にお
いて，先に決定していた日本農学賞・読売農学賞授与
式に臨み,｢持続可能な森林管理のための森林計画シス
テムの研究」と題する受賞者講演を行った（右上写
真)。伐採許容量の計画,伐採場所の計画,最終計画の
意志決定という3段階の理論を体系化し，プログラム
として森林現場に応用。計画システムの理論構築と現

｜
』

庁 幽
ﾛ

釦 『

場での応用に貢献した功績が高く評価されての受賞と
なった。
日本農学賞は.44の農学関連学会の連合体であり約

木平勇吉氏
9万人の会員を擁する日本農学会から，毎年数名の研
究者に授与されており，長年の努力の結果が評価対象
となる。〈編集部〉

日本農学賞
を受賞／読売農学賞
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報 雷

アゾレス諸島サン･ミゲル島の

スギを訪ねて
たじままさひろ l

田島正啓林木育種ｾﾝﾀｰ育種部長！‐

二

1．渡航の経緯

1998年11月中旬，リスボン大学のアルメイダ

教授，アゾレス地方森林資源局長ら4名がスギの

勉強のために林木育種センターを訪れた。そのと

きの経緯とアゾレス諸島におけるスギ造林の概要

は，すでに本誌で紹介された1.2,4＄その後，林木

育種センターは，リスボン大学アルメイダ教授お

よびアゾレス地方森林資源局と情報の交換および

試験用種子の提供を行ってきた3も

1999年11月9日，前年来日した一行の1人で

ある森林資源局のメンデス局長から,突然E-メー

ルが届いた。内容は12月3～5日にアゾレス諸

島のサン・ミゲル島で森林資源局主催で林木育種

セミナーを開催する。ついてはスギの育種研究が
へい

進んでいる日本から参加してほしいという招聰状

だった。セミナーの主旨は，森林資源局がアゾレ

ス諸島のスギの品種改良を本格的に進めるので内

外のいろいろな分野の育種研究者から話題を提供

してもらうこと，さらに1998年から森林資源局

が進めている育種計画に対して各方面からのコメ

ントをもらいたい，ということだった。このよう

な経緯でセミナーに参加し，同島のスギ林業の実

態をかいま見る機会を得たので，その概要につい

て記述する。

2．セミナーの概要

アゾレス諸島は9つの火山島から構成されて

おり，ポルトガル国の特別自治区である。9つの

島のうちサン・ミゲル島がいちばん大きな島で

ある。大きいといっても東西651(In,南北の最大幅

161m,面積は7501㎡だから東京都の1/3弱の広さ

で,島の人口は13万人程度である。サン・ミゲル

島でいちばん大きな町ポンタ・デルガダはアゾレ

ス諸島自治区の中心的な町で，政府の出先機関が

置かれている。サン・ミゲル島の主な産業は牧畜

による乳製品，ブドウ栽培によるワイン，パイナ

ップルなどの果物の生産，そして観光である。牧

場は島内全域に分布し，しかも高海抜地にまで広

がっている。同島は大西洋の中の小島で特に冬季

は風が強いため，牧場の周囲は防風林として昔か

らスギが植林されている。

セミナーは烏の東部にある町フルナスのホテル

で行われた。参加者は大学，製材業者，牧場主，

森林資源局や環境局の職員など島内の林業に関係

する人々で，総数51名であった。講演者は国内

外の有識者8名で，リスボン大学アルメイダ教

授，スペイン・ガルシア地方森林調査センターの

ベガ博士，ポルトガル森林調査センターのボラル

ホ博士あるいはポルトガル国立農業調査研究所国

有林部のアグイア氏等がそれぞれアゾレス諸島の

育種計画，遺伝資源の問題，育種による経済効果

およびポルトガル本土におけるP伽"sβ伽aS"ｿ′

の育種計画など'll扇広い観点からの講演を行った。

私はスギを中心として「日本における林木育種

および遺伝資源の保存」というテーマで話題を

提供した。会場ホールの入り口に,100年を優に

超すスギの円盤と大きな一枚板が，その上に

輪尺，小さなホルンそして小斧（極印？）を飾っ

て展示されていた(写真①)。異国の地に，このよ

うなスギの大木が存在していることにまず感激し

た。|淵くところによると，この地域は昔からのリ

ゾート地で古くからスギが植林されていたようで
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ある。

セミナー2日目はエクスカーションだった。道

中，バスの車窓から見る山々や道路沿いはほとん

どがスギ林であり，日本の道路を走っているよう

な錯覚に陥った。また道路端には島のシンボルで

あるアジサイが整然と植えられ，公園にはツツジ

やツバキの木が散見され，またお茶の木もある

とのことである。これらの植物はいずれも大航海

時代に日本から（？）もたらされたということで

ある。

3．スギ林の現況と利用状況

サン・ミゲル島において，最近国土の保全と環

境問題が大きな課題になっており，特に土砂の流

失と水質汚染の観点から牧場のあり方が問題にな

っている。過去に国土保全や土地生産性を無視し

て牧場拡大を行った土地が，現在は牧場として機

能しておらず，土壌浸食の原因になっている。こ

のような問題に対して政府は高海抜地の生産性の

低い牧場や，湖沼や河川周辺の集水地域内にある

牧場に国が補助をして植林を奨励し，また場所に

よっては補償により伐採を禁止するなどの施策を

取っている（写真②)。造林用樹種としては，昔

からスギのほかにアカシア類

やユーカリ類など数種類の樹

種を導入して植林してきた経

スギをはじめとする数種類の苗木を年間120万本

生産して補助制度で植林を推奨しており,苗木は

不足がちである（写真③)。将来的には400万本／

年の苗木生産を計画している。また現在，スギの

▲写真①スギの一枚板と輪尺，ホルン，小斧(極
印？)。樹齢100年以上(ホテルテラ・
ノスタにて）

｢『

､分り-

k急懸舜？

緯があるが，スギを除く他の

樹種は，いずれも生育は良い

が風に弱いことが難点である

らしい。スギはその適応性と

成長性に加えて風にも比較的

強いことから広範囲に植林さ

れるようになった。ちなみに

サン・ミゲル島の面穣7．5万

haのうち20%弱（約1.5万

ha)が森林地域であり，島の

14％（約1．1万ha)がスギ林

である。森林資源局は将来の

アゾレス諸島全体の森林率を

34％に設定しており，現在
▲写真②湖周辺の牧場と牧場を取り巻くスギ防風林。湖の水質汚染が問題。手前

は政府が買い上げ，植林を始めた牧場跡地
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種子は防風林から採取しており，これら

の種子が遺伝的に優れているという保証

はない。このような種苗行政に対して森

林資源局は，優良個体によるクローン採

種園を造成し，成長，材質等に優れた改

良種苗の生産に取り組む計画で仕事を進

めている。

製材所は島内に十数粁あるが，いずれ

も家内工業的な小規模のものである。森

林資源局は今後このような小規模な製材

所の育成に対しても補助を行っていく方

針である。南部の町ヴィラ・フランカ・

ド・カンポの工業団地にある比較的大規

模でスギを専門に扱っている製材所を訪

問した。この製材所のスギ材の取り扱い

量は1,500㎡/月，従業員は60名，この

うち30名は現地の山で，残り30名は製

材所で働いている。4～6mのスギ丸太

は板にひき，レーザー光線で1枚1枚木

取りを行っていた(写真④)。柱などの角

材生産は皆無で，すべて板類である。用

途別では床板，ドア板，窓枠，壁板，天

井板が主体で，端材は合板のコア材に使

用していた（写真⑤)。板の規格別に自

ら作成したスギ乾燥工程マニュアルに基

づいて自動乾燥（15％）を行っていた。

また製品はその品質によって1～3等級

に区分している。その基準は節が少なく，

死に節より生き節が良く，材の色は白色

系より暗赤色～黒色系が良いことなどで

あり，1等級と2等級の価格差は25～30

▲写真③段々状に作られた苗畑，左奥は小規模な森林公園でシカや鳥類の
飼育も行われていた

篭
』

丙

畠
ｄ
８

毫
詔

・
幅
演
題

１
画
“
重
塞

争
垂
錘

《
４
Ｆ
’
６

＝且

麹

▲写真④スギ丸太の製材とレーザー光線による栽材

存する11年生と14年生のスギ林分を早急に暫定

的な採種園に誘導する計画を持っている。そのた
せん

めの間伐方法，断幹や整枝・剪定の方法，着花促

進方法など採種園誘導についてアドバイスを行っ

た。

他方では，37年生のスギ林分から優良木(精英

樹候補木）の選抜を進めている。選抜基準は樹高，

胸高直径，落枝性，通直性，真円性などが周囲木

よりも優れていることである。選抜本数は70本

％である。消費地は島内と本国がほとんどである。

ときどき高品質材を家具用としてイギリスに輸出

しているが，材価の点では他の樹種に負けるとの

ことであった。

4．今後の計画と協力

現在，スギの種子は主に防風林から採取してい

る。採種には大変な労力と危険が伴い，また種子

の遺伝的な保証がないことから，森林資源局は現

林業技術No.6982000.5-⑳



毒毒壼毒雲塞童一
雪 ＝さ＝遙三▲写真⑤レストラン内のインテリアとして使われて

いたスギ材
▲写真⑥教会の参道沿いのスギ大径木，石畳参道奥の白

い建物が教会

を計画しており，現在45本の選抜が終わり，個

体別に採種と採穂を行い，実生家系とクローンの

増殖に取り組んでいた。将来はこれらの材料を用

いてサン・ミゲル島，テルセイラ島，ピコ島に恒

久的な採種園を作る計画である。スギ以外にも

"g""お"""29"siez"H"zzs7'zzditz",R""‐

si"0γα,C〃α柳aeCypαγ'sI""so岬α〃α，

C"α"Z"eCypαγisO6"s",Pe"""zdi",C"s-

"zezzspp,Q""c"s7'"67･",PItzｵα""SSSpなど

の樹種の導入計画を立てており，さらに遺伝資源

の観点からは島固有の樹種(J""伽γ"s属など）

や草花のほかに，烏やチョウなどの増殖も行い，

それらの復活にも取り組んでいる。

19世紀半ば，アゾレス諸島にスギが持ち込ま

れて林業用として使われるようになってからすで

に3世代が経過しているといわれている1,2)（写真

⑥)｡1998年,アゾレス諸島のスギの話を彼らから

初めて聞き，地図上でその位置を確認することす

ら難しい異国の狭地でスギが造林されていること

に驚いた。と同時に，とっさに思ったことは，現

存するスギ集団のオリジンと遺伝変異の問題であ

った。それで採種・穂園の造成はもちろん，遺伝

変異の調査とその拡大，そして産地試験に関して

検討してはどうかという提言を行った。今回訪れ

てみて，フランスで改良されたという優良クロー

ンの導入や，日本3)から新たに種子を導入するな

ど早急に対応をしているのを目の当たりに見て大

変うれしく感じた。

1世紀以上も前に海を渡り，異国の地に根づき，

生業（なりわい）を成すまでになったスギの子孫

をふる里に戻す計画も立てており，今後とも双方

が協力して，スギの育種およびその研究を進めて

いく考えである。

【引用文献】

1）カーラ・ファリア，マリア・ヘレナ・アルメイダ：ア
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ゾレス諸島における19世紀以降のスギ林分の経緯
（下)，林業技術No.686,20～23,1999
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685，33，1999
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比屋根 岩手大学農学部助教授

1。はじめに

平成11年11月に，筆者は文部省の科学研究費

でドイツ・フライブルクを訪問する機会に恵まれ

た。訪問の目的はドイツにおける森林教育の概要

を把握することであった。わずか1週間程度の訪

問であったため，ドイツの森林教育の実状を十分

にとらえることはできなかったが，何人かの教育

実践者や市民へのインタビュー調査の結果，今後，

わが国の森林教育ならびに森林教育研究の課題を

考えるうえで参考になる知見が得られたので，誌

面をお借りして紹介させていただくことにした。

さて，フライブルクといえば，これまでに多く

の邦人林学者が訪れ，留学経験を持つ研究者も少

なくない。また，森林文化論の立場からは，すで

に北村昌美氏がフライブルク市民の森林に対する

意識について詳しく紹介されているJ'"。いまさ

ら，なぜフライブルクかと思われるかもしれない

が,筆者が興味を持ったのは1970年代初頭の原子

力発電所建設計画への反対運動をきっかけとして，

現在「環境首都｣鋤と呼ばれるほど環境問題につ

いての意識が高いとされるフライブルク市民が，

身近に行われている林業活動についてどのような

意識や感情を持っているのかという点であった。

もし環境問題の意識も高く，同時に林業に対する

理解も進んでいるとすれば，そこにはわが国にお

ける森林教育が参考にすべき何かがあるに違いな

い。筆者は，このような問題意識を持って関係者

へのインタビュー調査を行った。なお，インタビ

ュー調査は通訳を介して短時間で行ったため，事

実を掘り下げて聞き出すまでには至らなかった。

また，専門用語についても正確な表現になってい

ない箇所があるかもしれない。この点，あらかじ

めお断りしておきたい。

2．子どもたちの森林。林業観

はじめに，フライブルクの子どもたちの森林や

林業に対するイメージを,エコステーション(ES)

職員のフンフナーグル氏と，フライブルク市内に

あるシェーンベルク基礎学校（わが国の小学校に

相当)のロサーメル校長に尋ねてみた。ESは，連

邦最大の環境保護団体であるBUNDとフライブ

ルク市および環境保全組合の協力によって設立さ

れた環境教育の実践等を行っている施設である。

フライブルクの小学校では，森林教育に相当する

科目は設けられていないが，一部の学校では環境

教育の一環として森林での野外活動も実施されて

いる。フンフナーグル氏によれば，環境教育にお

いて,小学校とESは相互補完の関係にあり,前者

が「頭」の教育を，後者が「心」と「手」の教育

を担当しているとのことであった。

さて，フライブルクの子どもたちは森林につい

てどのようなイメージを持っているのか。フンフ

ナーグル氏は，それは基本的にメルヘンの世界と

して形造られており，森林に対してはポジティブ

なイメージがあるという。また，森林のイメージ

の中には｢木を伐ること」も含まれており「伐る→

植える→育てる」という1つのサイクルとして森

林が理解されているから，子どもたちは木を伐る

ことにネガティブなイメージはないとの話であっ

た。

同じような回答は，ロサーメル校長からも返っ

てきた。筆者は校長にドイツの森林官に対する児
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童のイメージについて尋ねてみた。子どもたちが

あこがれる職業として，森林官は医者とともに人

気が高いことはこれまでも紹介されてきたが，こ

の傾向は現在も変わっていない。ロサーメル校長

は，「森林官になりたい人｣と尋ねると，おそらく

大部分の児童は手を挙げるだろうと話してくれた。

一方，森林官は当然のことながら樹木の伐採作業

にも携わっている。そこで，筆者は日本の小学5

年生に｢『森の木をきること』についてどう思うか」

と質問した結果，約2割の児童が「木がかわいそ

う」と答えたという筆者らの調査結果を示し，ド

イツの子どもたちに同じ質問をしたらどうなるか

と尋ねてみた｡これについてロサーメル校長は「ド

イツの児童も日本の児童と同じように，木を伐る

のはかわいそうと反応するだろう」と述べ，以前，

校庭の樹木を伐採するときに児童の拒否反応が強

くて大変だった話をしてくれた。しかし，それで

は樹木の伐採を仕事とする森林官へのあこがれと，

木を伐るのはかわいそうという感情とは，児童の

中でどのように整理されているのだろうか。この

点について，ロサーメル校長はおよそ次のように

語った。「子どもたちが森林官にあこがれるのは，

第1に1日中自然の中にいることができるという

イメージが大きいからだろう。もちろん，子ども

たちは森林官の仕事の1つに樹木の伐採が含まれ

ていることを知っているが，自分が森林官になれ

ば木を伐ってもまた自分で植えて森づくりをする

ことができると考えているので，『木がかわいそ

う』の感覚と森林官へのあこがれとは矛盾するこ

とはない｣。

以上のフンフナーグル氏とロサーメル校長の話

からは，フライブルクの子どもたちは，わが国と

は比べものにならないほど，森林と林業とを一体

のものとして理解していることがうかがえる。い

ったい，どのようにして子どもたちはこうした森

林・林業観を身につけるのだろうか。ロサーメル

校長によれば，子どもたちは教師，両親，マスメ

ディア等から森林官について教えられ，イメージ

できるようになるのだという。インタビュー調査

の中で，筆者は子どもたちへの森林教育は，学校
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などの教育機関で意識的に行われているという側

面よりも，生活のあらゆる場で無意識のうちに行

われている側面のほうが強いとの印象を受けた。

こうした学校教育だけではない，いわば広義の森

林教育活動の全貌の解明は，海外における森林教

育研究の1つの重要なテーマになるであろう。

3．林道が学習の場に

子どもたちの森林・林業観を培っていると思わ

れるものに，フライブルクの人々の山歩きの習慣

が挙げられる。北村氏も紹介しているヴァンデル

ンクという山歩きの習慣を含めて，休日にフライ

ブルク市郊外の林道を歩いてみると，老夫婦やジ

ョギング姿のカップルに交じって，多数の親子連

れに出会う。筆者が訪れたのは気温も氷点下にな

ろうかという寒い季節であったが，それでもわが

国では考えられないほど，市民が林道にあふれて

いるように感じられた。

ヴァンデルンク等の山歩きの習慣は，いつから

始まったのか。山縣氏の訳書によれば，それは

16～17世紀の絶対主義の時代にさかのぼり，「そ

れまで文字通り自然の循環にまかせていた森を，

効率性や有用性という尺度で経営される経済や栽

培の世界に移し変えていった」こと等への反発か

ら,｢騒々しく都会的なものを感じさせる馬車を投

げやって，新しく発見した自然のなかを長時間歩

き回ることが本格的に流行することとなった」と

されている〃・ドイツ人の山歩きの習慣のルーツ

とその原動力を，単にドイツ人の国民性とか宗教

や文化の違いとして済まさずに探求することは，

森林教育研究の分野においても興味深い課題であ

るが，山歩きの習慣をわが国に持ち込むことは容

易ではないし，森林教育だけが背負い込む課題で

もない。森林教育の面で私が重要と感じたのは，

フライブルクの子どもたちにとって林道が生きた

教材になっていることである。

フライブルク市民が利用する林道は，わが国に

見られる一般的な林道と変わらない。ただ，とこ

ろどころベンチや東屋に相当する休憩所が置かれ，

また市民のために樹木の名札や解説板力殼置され



ているというように，わが国では森林公園で見ら

れるような配慮がふつうの林道に見られるといっ

た程度の差はある。しかし，最も大きな差は，市

民は林業で利用されている林道をそのまま散策な

どに利用しているという点である。市民が集う林

道のわきには付近から伐り出された木の丸太が積

み上げられており(写真①)，市民はそこで林業活

動が行われていることをいやおうなく認識するこ

とになる。また，写真②は択伐的な伐採の後，ト

ウヒが天然更新している林分である。特別に看板

が立っているわけではないが，こうした現場も市

民が集う林道わきから何箇所も観察することがで

きる。このように，林業活動は身近な森林の中で

当たり前のように市民の目に飛び込んでくるよう

になっている。先にフンフナーグル氏が子どもた

ちの森林のイメージには「木をきること」も含ま

れており「伐る→植える→育てる」という1つの

サイクルとして森林が理解されていると述べてい

たのは，なるほどこういう林道を歩くと自然に体

得できることかもしれないと思った。

これら市民が集う林道沿いの林業活動は，筆者

が見るかぎり，市民のために手入れされた良い森

だけを見せようとしたり，特別に配慮した森林の

取り扱いをしている形跡はなかった。それどころ

か，場所は異なるがフライブルク近郊のシャウイ

ンストラント山の歩道のように,ESが森林局と

協力して歩道沿いの目立つ場所に虫害で枯れた木

をあえて残し，市民にありのままの森林の現実を

伝える取り組みさえ行われている。わが国はドイ

ツと異なり，林床に下層植生が繁茂しやすいこと

から粗放な形で天然更新法を採用できる林地は少

なく，森林と林業を違和感なくイメージさせるだ

けの市民が集う林道を実現することは容易ではな

いかもしれない。しかし，それはそれとして筆者

は，市民が森林と林業のありのままの姿を見られ

る林道が身近に存在すること，そして林道が徒歩

で散策する市民に開放されていること自体が，市

民の森林・林業への理解を促すうえでは，まず第

1に重要なことのように感じられた。

▲写真①フライブルク市近郊の林道（左上）
注）市民が利用する林道でも伐採された丸太が
並べられている。

写真②林道沿いに見られるトウヒの天然更新（右上）▲

4．教科書の秘密

以上のように，フライブルクの子どもたちは林

業について，学校の先生や家族を通して，森林と

一体のものとして教えられており，また散歩の習

慣に後押しされながらも，実際に林道を利用して

林業によって造成された森林の姿を学べる環境が

あることがわかった。しかし，林道で出会った市

民へのインタビューの過程で，筆者は単に森林・

林業を子どもたちに伝える雰囲気があることだけ

ではフライブルクの人々の森林に対する高い意識

を説明できないことに気づいた。インタビュー調

査でわかったことは，多くの市民が「モノカルチ

ャーの森林は弱い」とか「混交林の造成が今後は

求められている」といった会話を当たり前のよう

にしていることである。

「モノカルチャー｣(ここでは一斉人工林を指す）

とか「混交林」という言葉は，わが国では市民は

そのおよその意味は理解できても，市民が自ら進

んで使う用語ではない。はたして，この差はどこ

から来るのだろうか。私は，やはり学校教育での

森林の教え方が違うのではないかと感じ，フライ

ブルク市にある教育大学の図書館を訪問し，現在，

市内の学校で使用されているいくつかの教科書の

ページをめくってみた。次にその一部を紹介しよ

う。図①は，ギムナジウム（わが国では中学から

高校に相当し，大学入学資格が与えられる中等教

育のコース）で使用されている生物学の教科書に

林業技術No.6982000.5-⑳



卦図①ギムナジウムの教科書「生物学2」に
紹介されている森林作業の概念図

胸h睦制a9 II止血44A4鼬Imschlo9

注）皆伐作業（左上)，傘伐作業（左下)，
帯状作業（右上)，画伐作業（右下)。
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シ図②中等学校教科書「現代生物学3」演習ブックにあ
る混交林とトウヒ人工林の比較図

注）図中央の言葉は，上から高木層，低木層，草本
層，コケ類層，土壌層。なお，ここでは省略した
が，図の下には混交林とI､ウヒ人工林について，

根系の構造，植物相，動物相，光条件，風の条
件，土壌条件について，それぞれの特徴を図から
読み取り書き込む柵力穀けられている。
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掲載されていたものである。このような森林の具

体的な取り扱い方法を紹介した図は，わが国では

大学の林学系の専門の講義でしかお目にかかれな

いものである。また，別の中等学校の教科書に対

応した演習ブックには，図②のような「混交林と

トウヒの一斉林とを比較しなさい」という演習問

題が付けられているものもあった。

ロサーメル校長によれば，こうした学校の教科

書は，その内容のすべてが児童・生徒に教えられ

るわけではなく，教師の判断で取捨選択されると

のことである。とはいえ，フライブルクの子ども

たちが森林や林業について，わが国とは比較にな

らないほど中等学校時代までに学習機会が与えら

れていることは疑いないところであろう。海外に

おける学校での森林・林業教育の分析は，それぞ

れの国の歴史や文化の違いを考えながら進めなけ

ればならない難しい課題であるが，森林教育研究

の重要なテーマの1つといえよう。

5．おわりに

以上が，筆者がフライブルクでかいま見た森林

教育に関する印象である。このほか，今回の訪問

ではフライブルク大学の森林教育研究者や民間の

森林教育実践家からも興味深い話を聞かせていた

だいたが，これらについてはほかの機会に報告し

たいと思う。

今回の報告は単なる見聞録にすぎないが，読者

にはわが国の森林教育の現状，ひいては森林・林

業問題そのものも視野に含みつつ，森林教育研究

において検討されるべきさまざまな課題が海外に

も存在することを，多少なりともご理解いただけ

たのではないかと思う。筆者は，森林教育研究は

森林教育の中で林業についての理解をどう進める

のかが重要な課題の1つであり，その際，理解さ

せるべき林業の姿へ現実の林業を変革していく課

題をも見据える必要があると考えているが，こう

した視点からも，海外に目を向けた森林教育研究

の展開が期待される。
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造林者の立場からX
－針広混交複層林をつくる－

佐藤彦一(さとうげんいち）秋田県皆瀬村在住
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場
ら，斜光が入るようになったこと。

③林地肥培（肥料の全面散布）の連続で，土壌の乾

湿の差が少なくなり，一般の林地より湿度が高くなっ

たこと。

▽カラマツと，自生したホオノキの複層林▽

小安峡温泉に近い約25haの団地の，峰筋に位置す

る約30aの20年生カラマツ林に1962年,スギを植え

る予定で，材積約30%,本数約50%のカラマツを間

伐，枝条全面散布地栫えをしましたが，その秋に植林

を行うことができませんでした。ところが翌年7月上

旬,30aほどの場所に210本以上のホオノキが発芽，

秋には樹高50cmにも伸び,輪生葉が展開して極めて

珍しい状態になりました。近隣にホオノキの上述した

ような需要があるため，スギの植栽を取りやめ，下刈

りを2年2回行い，発生を促しました。

カラマツは22年間に2回間伐し,現在400本/ha程

度,樹高20m程度になりました。一方，ホオノキは約

1,700本/ha,樹高6～12m,胸高直径5～12cmに育

っています。

胸高直径3cm程度のホオノキには，ニホンカモシ
はくひ

カの“匂いづけ”で剥皮が多発しますが，3年程度で

肥大し融合しますので，成長障害は出ていません。

カラマツは，落枝が少なく，カラマツの枝にホオノ
こずえ

キの梢が触れ合い，ホオノキに二股・三股枝などがで

きましたので，カラマツとホオノキをともに高さ5m

程度まで枝打ちを行いました。

ホオノキは被圧のため枝は太くなりませんが，下木

のホオノキに自然落枝が始まったり，枯れ上がるとき

は照度不足による枯死の前触れになる場合が多く，5

m程度の枝打ちは，良材生産のために欠かせない作業

です｡枝打ちをする枝の太さは,年輪幅が1年に2～3

nlnl成長している場合で,3年程度で傷の癒合が終わ

る太さ2～3cm以内が望ましいようです｡また,ホオ

ノキとキハダはスギと違い，照度が高いと枝隆がさら

に盛り上がり，コブのようになって癒合することも多

いようです。枝打ちは，雪上で間伐木を選別してテー

プを巻き付けるときに,同時に2mの長い柄の付いた

ノコギリで行います。

ホオノキや次に述べるミズキは，年輪'幅が大きいほ

ど良材になる割合が高いようですが，経営的な理由で

▽はじめに▽

私の住む皆瀬村は秋田県の最南端で県境に位置し，

村の入口の役場所在地で平年積雪量が1.8m,根雪期

間は140日，村の全域が特別豪雪地帯で，林野率は県

内2位の91％，村域の過半が栗駒国定公園です。

▽21haは試験林▽

私は1951年に拡大造林を始め，その仕事が今から

33年前に約20haの落合山林に移りました｡1967年ご

ろのことですが，今（当時）植えても自分の代では収

穫できないのがやるせなく,16haでスギの密植を,5

haでカラマツ＋スギの二段林などを始めました｡1968

年には，埋雪被害の多い17年生のスギ林50aで強度

の除伐・枝打ちを行い下にスギを植え，成長を観察し

た後,3haに6,500本ほどの二段林を造りました。ほ

かの山林にも1973年ごろから,スギとカラマツの樹下

に，ホオノキ・ミズキ・キハダなどの“広葉樹の自生

する針広混交林”を造っています。

角館樺細工下地と川連漆器の木地となるホオノキ，

鳴子コケシと木地山コケシの材料となるミズキ，樹皮

が漢方薬のオウバクの原料で，またケヤキの代用材と

なるキハダは，今では下木としてスギやカラマツ林の

全域に自生するようになりました。

今回はこれらの広葉樹に話を絞って，造林者の立場

からの私の観察と経営の考え方を，幸いにも広葉樹の

成長を記録・解析してくださった方々から寄せられた

知見を織り交ぜながら，お話ししたいと思います。

▽広葉樹の発生が促進された理由▽

村のスギの幼齢林のほとんどは拡大造林ですから，

周囲は，昔は薪炭林だった30～40年生の広葉樹林で

す。このような素地があったうえで，発生が促進され

た理由として次のような点が考えられます。

①枝打ちが終わる25年生ごろまでに,3,000本植え

の林で，埋雪害で多発するアテ材や，根曲がりから幹

曲がりになった木を潔癖に除伐すると疎林になります。

アキタスギは種子苗ですので,6～7種類の亜品種があ

ります。3,000本植えの5割増し～2倍の本数を植え

ましたが，下刈りのときから直立が遅れる埋雪害に弱

いスギの除伐を続けましたので，中庸から疎林に近い

状態にまで本数が減っており，林内が明るかったこと。

②150～300m/haの密度に充実させた作業道綱か
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上木のスギの成長を優先しています。しかし，枝打ち

が終わったホオノキの周囲のスギは，形質が特別に良

くなければ間伐して，ホオノキの成長を助けています。

▽スギとミズキの複層林▽

落合山林の,70年生のスギに三方を囲まれた所は，

獄雪量が多いためスギの形質が悪く，良質なスギには

枝打ちをし，強度の除伐で疎林にしました。2年後，

12年生で1,200本/ha程度の疎林となった約30aの

スギ林に,埋蔵種子からか大量のミズキが自生し,枝葉

が日光に向かって車輪状に伸びていました。ミズキの

植林は適地選定が極めて困難で，純林には風雪害が多

発し近辺に成功例はありません。スギは現在，26年生

になりましたが，ミズキの結実と自生が続いています。

なお，キハダもミズキと同等に近い本数が自生した

場所もあります。

▽開花結実と成長に必要な照度▽

樹種によって，結実に必要な照度と成長に必要な照

度のレベルは逆の場合もあるようです。ホオノキやコ

ブシの結実には直射日光の樹冠照射が必要のようです。

閉鎖したスギ林の下木の状態では結実しません。結実

に必要な照度は，ホオノキ＞キハダ＞ミズキとなり，

成長に必要な照度は，キハダ＞ミズキ＞ホオノキの順

になるようです。

▽ホオノキとミズキ▽

ホオノキやミズキは間伐作業などで折損しても，ホ

オノキは不定枝が発生するか萌芽更新で2～3年，ミ

ズキは3～4年で回復します。ホオノキやミズキは，

スギやカラマツに比較して埋雪には強いのですが，急

傾斜地で例外的に倒伏しても直立するまで不定芽の発

生が続き，直立する幹ができて主幹になりますので，

主幹候補ができた段階で，斜めに育った幹を切除して

います｡倒伏する程度の5～6cmの幹では,切除され

た根部に近い部分の傷の癒合は2～4年で完成します。

ホオノキの種子の，鳥による散布の範囲は，ミズキ，

キハダよりもかなり広いようですが，埋蔵期間が特別

長いために，発生する範囲は特定できていません。

ミズキの稚樹は，発芽すれば車輪状に枝葉が発生し

て展開するためか，主幹形成が早く，閉鎖されたスギ

林でもほとんど枯死しません。疎林では，下木でも15

年生前後の樹齢になれば大型に開花結実し，母樹から

50～60mの範囲まで鳥によって散布され発芽します。

▽キハダ▽

ホオノキとミズキに比べて，キハダの稚樹は湿豪雪

地の当地では樹高成長が停滞しやすく，順調な生育に
ひよく

は最も照度を要し，肥沃湿潤で排水良好な土壌環境が
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必要です。スギの樹冠が発達して積雪量が減るように

なると，稚樹が発生し成長します｡樹高が4m程度に

なっても照度が不足すると，建築材に適する樹形には

なりません。また，キハダの開花と結実には，ミズキ

よりもさらに明るさが必要になりますので，上木のス

ギの間伐が必要です。鳥散布で発芽できる範囲は種子

の量が少ないためか，ミズキよりも狭いようです。

▽広葉樹の発生を促すには▽

30～45年生になった拡大造林のスギ林では,発芽を

期待する地面に，直射日光が1日に数時間照らすよう

に下刈りして間伐すると，うっ閉後，恒温に近い状態

に置かれていたホオノキの種子は，地表温度が上昇す

ることで刺激を受け，休眠を破られて発芽する……こ

のように誘導できると考えています。

トチノキやコシアブラ，シナノキなども同様の方法

で発生します。しかし，トチノキとシナノキは大径木

でないと需要がまったくなく，成長も緩慢で肥培の効

果も少ないようです。コシアブラは，カラマツ林内で

は共生できますが，スギ林内では形状比が極端に高く

なり，材質が軟らかいために冠雪と雪の移動で倒伏す

る例が多いようです。

ミズキとキハダは，オオバクロモジやキイチゴが生

えている程度の明るさで発芽しますが，ギャップや作

業道の付近などでは，地面を覆うかん木を伐採するな

ど地栫えが必要のこともあります。また，スギ林のう

っ閉後でも,30～40mの範囲内に母樹があれば,疎林

になるような間伐を行うことで発生を促すことができ

るようです。しかし，一挙に疎林にすると冠雪害が多

発するおそれが加わりますので，根曲がりのない樹形

の整ったスギを残す必要があります。

▽再造林地で可能だろうか？▽

照度と地温の変化に刺激を受けて，ミズキ，キハダ，

シナノキ，アブラギリなども発芽してきます。里山の

作業道敷では，“キリ”力澆生することもあります。

直射日光が地面に入らなくなるほど樹高が高くなっ

た密度の高いスギ林や，北面の急斜面などの限られた

部分を除いて，施業を工夫すれば広葉樹の自生を促す

ことができます。しかし，鳥も住まないようになった

大面積で高樹齢のスギ林と，再造林地では，間伐によ

って発生する状態を造りだすことは至難で，さらに綿

密な観察と工夫，試行が必要と考えています。

▽後生枝の発生を防ぐには▽

ホオノキは，木工品用材になる大きさになれば丸太

の価格はスギの2～4倍，さらに太さ30cm以上，長

さ4m30cmで芯材が青緑色の多い良材は,1m3当た



り4万円を超える価格になりました。ミズキとキハダ

の4m50cmの直材の生産は至難ですが,ホオノキは

可能ですので，枝打ちが有効になりました。

ホオノキは，周囲が伐採などで急激に疎開されると，

後生枝が発生して草ボウキのような樹形になります。

照艇の商い場所では，芽かきや枝打ちをすると絶え間

なく後生枝が発生します。夏，樹幹に直射日光が当た

ると形成層が異常に高温になり，樹液の流動に障害が

出て，形成層が“日焼け現象”で枯死し，剥離するの

を防ぐために“枝葉”を茂らせるのではないかと考え，

上木の密度の高い複層林状態を続けて，樹皮の温度の

上昇を防ぐようにして，後生枝の発生を止めています。

なお，年を経て成長が続き，温度変化に形成層力釘耐

えられるほど樹皮が厚くなり，しかも幹と枝葉と根の

バランスが保てるようになれば，樹幹に直射日光が当

たっても後生枝の発生はなくなります。

▽工芸用広葉樹とは▽

同じ樹種でも，地域によって利潤の見込める工芸用

広葉樹になり得るかどうかは，次のような条件を勘案

してみなければならないと考えます。私が，私の山林

でホオノキ，ミズキ，キハダなどに注目したのは，冒

頭で述べたような需要が地元にあればこそなのです。

①地場需要があるか，続くか？：継続生産ができて

も生産量が少量であり，近距離に需要があることが望

ましい。

②林内の下層木を自生させるために種子による更新

ができるか？：下層木の萌芽更新では，薪炭材と違い，

埋雪や腐朽菌による被害を数十年間乗り越えて良質材

を生産することは，困難ではないだろうか。

③長さ2mlOcm,太さ14～30cmの小丸太でも需

要があるか？間伐収入が得られるか？

▽経営の岐路▽

現状の路網などの基盤整備や労働生産性では，樹齢

20～50年の人工林50～80ha程度が，一人の労働力で

維持できる最大限だろうと考えています｡50～60年生

のスギ林を皆伐しても，現在の立木価格では再造林は

困難になりました。また，内外壁，屋根下地，畳~ド地

などに使われていた6尺板材と芯持ち管柱適寸の3

m丸太の需要が消え,40年生までの間に切り捨てられ

る曲がり木の量は，雄物川上流域のスギ林では県平均

を超えています。

さて，私の経営の選択肢は次の2つになると思いま

す。

①枝打ちの終わる25～30年生のころのヘクタール

当たり本数は1,750～1.450本前後です。そのころ，

35～40年生時の成立本数が1,200～1,000本になるま

で曲がり木の伐採を進め，疎林状態を保ち，工芸用広

葉樹の自生を進めるか。

②採材の80%程度を占める1番玉（末口径11～19

cm)に，曲がり木の出現割合の高い,550～750本/ha

程度の間伐丸太を，赤字になっても市場に出すか。

いずれにしても，湿雪が多量に降る当地域では，列

状間伐法の導入は至難で，路網整備の重要性はますま

す高くなりました。

▽植えない林業を目指して▽

村道を含めると350m/haになった高密路網を生か

した，少量多回数の間伐を長期間継続する経営と，耐

陰性の広葉樹の林内の自生を活用し，スギの皆伐更

新･伐期を特定しない経営を目標にして，“地栫えをす

る，高価になっていく苗を買う，植える，下刈りと除

伐を続ける作業”を省略できるようになれば，21世紀

の建築用材生産と工芸用広葉樹の生産継続のめどが立

つと考えています。

50～60年生で皆伐するスギ林の間伐と,100年生を

目指す長伐期や，伐期を特定しないスギ林の間伐の選

木は違います。長期間成長が衰えないスギの識別など

は非常に難しいことなどのほか，選木技術のレベルが

低いので,90～100年生のスギ林を造るためには,少量

の伐採を多回数繰り返しながら，下層には21cm以上

の小径で,長さ2m程度の短木でも木工芸に使える樹

種を自生させて，針広混交複層林に誘導する。……使

える大きさに成長したら伐採し，……北面の急傾斜地

などのように，直射日光の照射量が少ない場所など，

何としても工芸用広葉樹が自生してこない場所には，

耐陰性が強く，長伐期施業に適するアキタスギを植え

る。……このような施業を考えて，針広混交複層林の

成長を予測したら，スギと広葉樹の合計では，年間平

均の成長量を5％前後に維持できる計算になりました。

面積単位の収入は限られても，輸入材の材価に対抗で

きる，超省力林業が長期間継続できる可能性があるよ

うにも考えています。

林業収入の確保継続が絶対に必要な，山間地域の定

住と文化を維持するために，このような技術を確実に

する努力を続けたいと考えています。
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長い間ご厚情・ご教示をいただいだ元農工大の丹下先生，
前県林業センターの石田先生，県林業センターの沢田先生，
前参議院議員の森下先生,元岩大の安藤先生,日本林業技術
協会の藤森先生ほか,ご来林．ご指導をいただいた諸先生方
に末尾ながら厚く御礼申し上げます。
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と
は
い
え
な
い
彼
ら
か
ら
、
こ
の

が
な
さ
れ
る
た
び
に
「
ア
ミ
ー
ゴ

界
」
を
実
感
し
、
幾
ば
く
か
の
カ
ン

パ
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
お
茶
の
時
間
】
パ
ラ
グ
ア
イ
で

お
茶
を
飲
む
と
い
え
ば
、
牛
の
角

で
作
ら
れ
た
コ
ッ
プ
に
マ
テ
茶
を

入
れ
、
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
の
ス
ト

ロ
ー
で
一
同
が
回
し
飲
み
す
る
こ

と
。
暑
い
時
期
に
は
氷
で
冷
や
し

た
水
が
、
涼
し
い
時
期
に
は
お
湯

が
注
が
れ
る
が
、
準
備
し
た
ポ
ッ

ト
が
空
に
な
る
ま
で
マ
テ
茶
の
時

間
は
終
わ
ら
な
い
。
日
本
の
お
茶

と
同
様
マ
テ
茶
の
回
し
飲
み
は
、

仕
事
を
始
め
る
前
や
来
客
時
、
間

食
の
と
き
に
始
め
ら
れ
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
で
農
家
等
を
訪

ね
た
と
き
は
、
当
国
流
に
ま
ず
マ

テ
茶
の
接
待
を
受
け
、
そ
れ
か
ら

お
も
む
ろ
に
要
件
を
話
し
合
う
の

を
作
法
と
し
て
い
た
。

決
め
て
ゆ
く
の
が
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
南
米
で
は
仲
間
内
（
ア
ミ
ー
ゴ
）

の
つ
な
が
り
が
強
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

仕
事
を
う
ま
く
運
ぶ
た
め
に
は
ア
ミ
ー

ゴ
の
関
係
作
り
が
大
切
と
さ
れ
て
い
る
。

新
任
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
給
料
は

四
○
○
ド
ル
未
満
、
当
国
の
民
間
給
与

に
比
較
す
れ
ば
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
彼
ら
か
ら
、
こ
の
提
案

が
な
さ
れ
る
た
び
に
「
ア
ミ
ー
ゴ
の
世

曝
蝋
澱

一
一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
日
常
に
お
い
て
も
、

マ
テ
茶
の
時
間
は
欠
か
せ
な
い
。
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
た
ち
は
仕
事
を
始
め
る

前
の
習
慣
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
を
作
っ
て
マ
テ
茶
の
回
し
飲
み
を

始
め
る
。
マ
テ
茶
の
時
間
は
、
そ
の
日

の
話
題
の
盛
り
上
が
り
方
に
よ
っ
て
長

短
が
あ
る
よ
う
で
、
短
け
れ
ば
十
分
程

度
、
早
く
仕
事
に
つ
く
よ
う
専
門
家
と

し
て
教
育
的
助
言
を
し
た
こ
と
も
何
度

'篭

’
一
「一

正Ｆ
誉
ゞ

鎌
一

一

三
こ一

－

夢 ヨ

＝

畑
貯

ロﾛ。.

雷蕊 琴零震
埼

翻
雪
一
一
一
一

一一三

ロ
PI

か
あ
る
。
マ
テ
茶
の
時
間
を
通
し
て
参

会
者
た
ち
は
仲
間
内
の
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
の
お
し
ゃ
べ
り
の
話
題
は
、
軽
い

世
間
話
や
給
料
の
不
満
、
実
施
機
関
の

人
事
予
想
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
専
門
家
が
そ
の
場
に
い

な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
人
物
像
等
も

か
っ
こ
う
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う

‐

蕪
I‐一

▲育苗のカウンターパート（エンシイソ技師）の仕事ぶり

で
あ
る
。

パ
ラ
グ
ア
イ
人
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り

好
き
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
た
ち
と
一
緒
に
い
る

と
、
話
題
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
く

ら
い
話
を
続
け
る
。
こ
れ
も
マ
テ
茶
の

時
間
を
通
し
て
話
術
を
磨
き
、
ま
た
、

情
報
を
蓄
積
し
て
い
る
成
果
な
の
で
あ

ろ
う
。

▲モデル林造成地でのマテ茶の時間
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〔
朝
の
あ
い
さ
つ
］
暑
い
国
に
共
通
な

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ

の
朝
は
早
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
勤
務

時
間
も
、
午
前
七
時
に
始
ま
り
午
後
一

時
に
終
了
す
る
の
が
基
本
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し

て
指
名
さ
れ
て
い
る
職
員
だ
け
は
、
半

日
勤
務
で
は
協
力
期
間
中
に
技
術
移
転

が
完
了
で
き
な
い
と
い
う
日
本
側
の
提

案
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
午
後
四
時
半

ま
で
勤
務
を
継
続
す

る
。
勤
務
の
延
長
分

は
超
過
勤
務
手
当
て

と
し
て
支
払
わ
れ
る

た
め
、
彼
ら
は
午
後

の
勤
務
を
喜
ん
で
い

た
が
、
実
施
機
関
の

予
算
事
情
で
何
度
か

勤
務
命
令
が
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
ん
な
と
き

は
、
午
後
も
残
っ
て

仕
事
を
続
け
る
の
は

日
本
人
専
門
家
だ
け
。

ク
ー
ラ
ー
の
効
き
が

悪
い
こ
と
も
あ
る
の

だ
ろ
う
が
、
パ
ラ
グ

ア
イ
の
暑
さ
を
も
ろ

に
体
で
受
け
止
め
て

い
る
よ
う
な
感
じ
の

す
る
と
き
で
も
あ
っ
た
。

朝
の
あ
い
さ
つ
は
「
ブ
エ
ノ
ス
デ
ィ

ア
ス
」
。
男
性
職
員
と
は
、
こ
の
言
葉
を

交
わ
し
合
え
ば
今
日
一
日
の
関
係
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
女
性
職
員
に
は
、
言

葉
と
と
も
に
両
ほ
お
に
軽
い
キ
ッ
ス
を

す
る
の
が
当
地
流
で
あ
る
。
男
に
恥
じ

ら
い
や
た
め
ら
い
が
あ
る
と
、
相
手
が

ほ
お
を
出
し
て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

私
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
（

！
▲秘書として働く女性職員

ル
デ
ス
技
師
に
よ
れ
ば
、
あ
い
さ
つ
言

葉
と
と
も
に
相
手
が
ほ
お
を
出
せ
ば
仲

間
内
と
認
め
て
い
る
証
拠
。
キ
ス
無
し

の
あ
い
さ
つ
は
、
ま
だ
よ
そ
者
同
士
の

関
係
な
の
だ
そ
う
で
、
早
く
仲
間
内
と

認
め
ら
れ
た
け
れ
ば
、
自
然
な
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
よ
う
研
鎖
を
積
む
べ
し
、

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
日
本
人
の
中
年
男

が
当
地
で
朝
の
あ
い
さ
つ
を
身
に
着
け

る
に
は
、
努
力
と
研
鎖
が
必
要
な
の
で

↑
納
》
つ
（
》
。

壼薪･溺処》，．

職…蕊瀧議瀧篭謹蕊監謹鴬

〔
相
互
扶
助
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

重
点
普
及
区
や
採
種
林
、
モ
デ
ル
林
等

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
現
地
に
活
動
拠
点

を
持
っ
て
お
り
、
関
係
者
全
員
が
事
務

所
に
顔
を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
。
月
曜
日
の
午
前
八
時
は
、
確
実

に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
専
門
家
が
顔

を
そ
ろ
え
る
機
会
で
あ
り
、
定
例
会
議

と
し
て
活
動
報
告
や
予
定
、
分
野
間
の

支
援
体
制
の
調
整
等
を
話
し
合
う
こ
と

と
し
て
い
た
。
こ
の
席
で
、
よ
く
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
、
医
者
に
か
か
れ

な
い
仲
間
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
）

や
親
族
に
不
幸
の
あ
っ
た
仲
間
の
支
援

策
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

パ
ラ
グ
ア
イ
に
も
医
療
保
険
制
度
が

あ
り
、
政
府
職
員
は
そ
の
加
入
者
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
医
療
給
付
が
受
け

ら
れ
る
病
院
が
国
立
病
院
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
満
足
な
治
療
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
多
い
。
特
に
重
病
な
場
合

は
、
保
険
の
利
か
な
い
民
間
病
院
に
入

院
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
提
案
は
、
か
わ
い
そ

う
な
仲
間
の
た
め
に
必
要
な
医
療
費
の

一
部
を
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
支
援
し
よ
う

に
始
ま
り
、
つ
い
て
は
パ
ラ
グ
ア
イ
人

の
技
師
は
○
○
ガ
ラ
ニ
ー
（
現
地
の
通

貨
単
位
）
、
技
士
は
○
○
、
秘
書
は
○
○
、

専
門
家
は
○
○
と
、
要
領
よ
く
金
額
を
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私
は
、
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
林
立
す
る
八
甲
田

の
亜
高
山
帯
に
、
津
軽
藩
草
創
期
、
隠
さ
れ
た
戦
略

上
の
道
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
戦
国
の
世
に
は
、

平
野
部
の
道
に
加
え
、
「
峰
越
し
間
道
」
と
し
て
国
境

を
越
え
る
秘
め
や
か
な
山
岳
軍
用
道
路
が
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
成
正
の
北
ア
ル
プ
ス
越
え
の
一
年

後
の
四
月
、
南
部
信
直
が
津
軽
攻
略
の
た
め
、
南
八

甲
田
山
中
を
三
千
の
兵
を
率
い
て
越
え
た
と
さ
れ
る
《

い
わ
ば
〃
伝
承
の
道
″
で
あ
る
。

ル
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
出
発
点
は
奥
入

瀬
渓
流
の
観
光
拠
点
で
あ
る
「
石
ケ
戸
」
付
近
の
「
越

戸
」
。
奥
入
瀬
渓
流
は
極
め
て
良
好
な
ト
チ
ノ
キ
・
サ

ワ
グ
ル
ミ
・
カ
ッ
ラ
な
ど
の
川
辺
林
を
伴
う
。
こ
の

越
戸
か
ら
北
西
に
進
み
、
現
在
の
十
和
田
湖
町
と
平

賀
町
と
の
境
界
に
あ
る
ソ
デ
カ
湿
原
に
至
る
。
こ
こ

は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
く
「
中
間
湿
原
」
。
湿
原
横

断
後
は
、
十
和
田
外
輪
山
に
源
を
発
し
、
津
軽
平
野

に
流
出
す
る
浅
瀬
石
川
に
出
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
同
川
は
、
現
国
道
１
０
２
号
沿
い
を
流
れ
、

近
く
に
は
吉
川
英
二
が
宮
本
武
蔵
の
構
想
を
練
っ
た

ぬ
る
か
わ

と
さ
れ
る
温
川
温
泉
が
あ
る
。

こ
の
津
軽
攻
略
の
根
は
深
い
。
津
軽
藩
の
創
生
は
、

い
わ
ば
地
方
の
支
店
長
（
代
官
）
が
本
社
（
南
部
藩
）

に
反
旗
を
翻
し
、
分
離
独
立
し
起
業
し
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
「
ね
ぶ
た
嚇
子
を
聞
き
な
が
ら
第
二
回
」

に
登
場
し
た
津
軽
為
信
が
そ
の
主
人
公
で
あ
る
。
彼

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
の
是
非
は
別
に
し
て
、
中
世
津

軽
の
史
料
が
少
な
い
の
は
、
為
信
が
津
軽
版
「
焚
書
」

を
行
っ
た
か
ら
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
青
森
県
は
、
津
軽
藩
、
南
部
藩
、

斗
南
藩
（
戊
辰
戦
争
後
、
旧
会
津
藩
が
移
封
）
の
版

図
が
曲
折
を
た
ど
り
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
だ
か
ら
、

い
ま
だ
に
青
森
県
内
に
お
い
て
津
軽
・
南
部
の
気
質

を
は
じ
め
と
す
る
両
者
の
違
い
を
強
調
す
る
向
き
も

あ
る
。
私
は
、
八
甲
田
山
中
を
往
還
し
て
い
た
道
の
存
在

に
気
づ
い
て
か
ら
、
い
つ
か
こ
の
道
を
探
査
し
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
探
査
は
、

ま
ず
八
甲
田
山
中
の
旧
津
軽
藩
と
旧
南
部
藩
と
の
境

界
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

●
も
う
一
つ
の
軍
用
道
路

八
甲
田
山
に
対
し
て
登
山
者
の
間
に
は
、
便
宜
上
、

北
八
甲
田
・
南
八
甲
田
の
概
念
が
あ
る
。
そ
の
概
念

で
は
、
北
八
甲
田
と
は
青
森
市
か
ら
奥
入
瀬
渓
流
経

由
で
十
和
田
湖
へ
抜
け
る
通
称
十
和
田
北
線
、
現
国

道
１
０
２
，
１
０
３
号
の
北
側
を
意
味
し
、
八
甲
田

山
の
最
高
峰
大
岳
（
一
、
五
八
五
メ
ー
ト
ル
）
を
擁

す

す
る
。
千
人
風
呂
で
有
名
な
酸
ケ
湯
温
泉
が
主
登
山

口
で
あ
る
。
対
し
て
南
八
甲
田
と
は
、
同
国
道
以
南

を
指
し
、
櫛
ケ
峰
、
横
岳
、
赤
倉
岳
、
乗
鞍
岳
が
主

要
山
岳
で
あ
る
。
南
八
甲
田
へ
は
、
通
常
、
酸
ケ
湯

温
泉
か
ら
数
キ
ロ
南
東
の
猿
倉
温
泉
が
登
山
口
と
な

ブ
。
）
○

今
で
は
、
そ
の
事
実
自
体
が
し
だ
い
に
風
化
し
つ

つ
あ
る
が
、
実
は
南
八
甲
田
山
中
に
は
、
も
う
一
つ

の
（
昭
和
の
）
軍
用
道
路
が
あ
っ
た
。
猿
倉
か
ら
十

和
田
湖
外
輪
山
の
御
鼻
部
山
ま
で
を
結
ぶ
も
の
で
あ

る
。
軍
用
道
路
と
し
て
も
、
当
時
の
失
業
対
策
事
業

と
し
て
施
工
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
般
に
供
用
開
始
さ
れ
る
前
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発

し
、
廃
道
同
様
と
な
っ
た
。
そ
の
道
を
歩
け
ば
、
車

道
は
水
に
流
さ
れ
、
土
に
埋
も
れ
、
草
に
覆
わ
れ
、

一
部
不
明
瞭
と
い
う
現
状
だ
が
、
今
は
総
延
長
約
二

三
キ
ロ
の
、
地
元
で
は
〃
旧
道
″
の
名
称
で
知
ら
れ

る
登
山
道
と
な
っ
て
い
る
。

●
ク
ロ
カ
ン
で
藩
境
を
目
指
す
が
奇
妙
な
足
跡
が

あ
る
年
の
四
月
半
ば
、
十
和
田
湖
北
岸
の
御
鼻
部

山
展
望
台
（
一
、
○
一
○
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
北
へ
藩

境
を
目
指
し
た
。
展
望
台
前
の
国
道
１
０
２
号
を
離

れ
、
ク
ロ
カ
ン
を
滑
ら
す
。
着
生
ゴ
ケ
の
び
っ
し
り

と
付
い
た
胸
高
直
径
二
○
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ブ
ナ
林
を

進
む
緩
や
か
な
下
り
だ
が
、
シ
ー
ル
を
付
け
て
い
る

の
で
ス
ピ
ー
ド
は
出
な
い
。
ア
オ
ゲ
ラ
が
く
す
ん
だ

緑
色
を
見
せ
て
飛
ん
で
ゆ
く
。
一
キ
ロ
進
ん
だ
あ
た

り
で
左
後
方
か
ら
夏
道
（
旧
道
登
山
道
）
が
合
流
し

て
く
る
が
、
吹
き
だ
ま
り
で
地
形
が
変
わ
っ
て
見
え

る
。
左
の
ブ
ナ
林
越
し
に
高
冷
地
野
菜
栽
培
で
知
ら

れ
る
善
光
寺
平
開
拓
地
が
見
え
る
。

右
手
が
開
け
て
き
た
。
牧
場
だ
。
右
前
方
に
望
ま

れ
る
台
形
状
の
山
は
乗
鞍
岳
（
一
、
四
四
九
・
八
メ

ー
ト
ル
）
。
同
山
の
南
東
山
麓
の
「
黄
金
平
」
は
、
か

つ
て
の
馬
産
地
で
も
あ
り
、
山
頂
に
馬
産
の
繁
栄
を

願
う
小
祠
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

山
ス
キ
ー
用
ス
ト
ッ
ク
の
リ
ン
グ
を
効
か
せ
、
小

丘
（
九
三
八
メ
ー
ト
ル
）
を
ジ
グ
ザ
グ
に
登
る
。
と

こ
ろ
が
、
奇
妙
な
人
間
の
足
跡
を
見
つ
け
た
。
足
型

の
違
い
か
ら
三
人
と
推
定
。
奇
妙
と
言
っ
た
の
は
、

ブ
ナ
の
幹
回
り
に
よ
ろ
よ
ろ
と
し
た
千
鳥
足
状
に
つ

い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
め
は
遭
難
者
か
と
思
っ

た
が
、
そ
う
で
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
藩
境
の
確

認
は
後
回
し
に
し
、
ス
カ
ウ
ト
の
気
分
で
、
ト
レ
ー

ス
を
追
う
こ
と
に
し
た
。

（
青
森
県
西
地
方
農
林
事
務
所
総
括
主
幹
）
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可
〆
貝
匡
．
声
司
匡
・
ニ
ー
ー
：
鐘
，
こ
；
こ
；

、
二
造
勤
乃
堂
』
」
・
埴
，
一
迫
、

人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
二

大
陣
営
に
分
か
れ
て
戦
う
と
き
、

あ
ん
ど

己
の
領
国
を
安
堵
さ
せ
る
に
は
ど

ち
ら
に
加
担
す
べ
き
か
、
戦
国
領

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

主
は
大
い
に
逵
巡
し
た
の
で
は

な
い
か
。
判
断
を
間
違
え
ば
、
企

業
な
ら
た
ち
ま
ち
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併

買
収
）
、
敵
対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
公
開
買

付
）
な
ど
で
倒
産
で
あ
る
。
勤
め

人
の
場
合
な
ら
、
意
に
そ
ぐ
わ
な

い
配
転
、
出
向
、
首
切
り
な
ど
が

待
っ
て
い
よ
う
。

だ
か
ら
意
外
な
こ
と
に
、
大
名

た
ち
は
入
手
で
き
る
情
報
の
不
備

を
補
う
た
め
、
あ
る
い
は
豊
富
な

情
報
量
を
裏
付
け
る
た
め
か
、
占

い
に
凝
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
十
二
年
に
わ

た
り
戦
っ
た
川
中
島
の
両
雄
、
信

玄
、
謙
信
。
こ
の
両
者
に
は
二
つ

の
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

と
も
に
「
毘
沙
門
天
」
を
信
奉
し

て
い
た
こ
と
と
、
軍
配
師
と
呼
ば

れ
た
占
い
師
を
陣
中
に
伴
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
考
察
す
る

と
き
、
ま
こ
と
に
こ
の
時
代
は
注

目
に
値
す
る
。
組
織
力
・
情
報
力
．

リ
ー
ダ
ー
自
身
の
見
識
、
胆
力
を

ロ

〃
天
下
分
け
目
の
関
ケ
原
〃
を
プ

ロ
ー
グ
に
し
た
連
続
ド
ラ
マ
が

総
動
員
し
、
問
題
解
決
に
当
た
る
。
戦
術
一
つ
に
し

て
も
、
相
手
を
野
戦
に
引
き
ず
り
出
す
か
、
損
害
と

兵
糧
を
気
に
し
な
が
ら
の
攻
城
戦
を
取
る
か
の
判
断
。

さ
ら
に
は
敵
の
指
導
者
の
気
質
や
異
常
状
況
下
に
お

ど
う
か
つ

け
る
相
手
の
心
理
を
推
察
し
つ
つ
、
扇
動
、
桐
喝
な

ど
の
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
心
理
戦
は
絶
大
な
効
果
を

持
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
戦
争
を
最
高
の
政
治
行

為
と
す
れ
ば
、
も
は
や
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
だ
け
で
は
立

ち
ゆ
か
な
い
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
も
予
想
以
上
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
？
●
厳
寒
の
北
ア
ル
プ
ス
越
え

「
人
は
本
来
政
治
的
動
物
で
あ
る
（
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
）
」
。
そ
ん
な
政
治
状
況
に
置
か
れ
た
一
人
の
戦

国
大
名
が
い
た
。
秀
吉
陣
営
の
越
中
富
山
の
領
主
、

佐
々
成
正
で
あ
る
。

の
ぷ
か
つ

当
時
、
織
田
信
長
の
二
男
信
雄
は
家
康
と
連
合
し
、

秀
吉
と
対
立
し
て
い
た
が
、
家
康
を
差
し
置
い
て
一

方
的
に
秀
吉
と
和
睦
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
複
雑

な
こ
と
に
、
実
は
成
正
は
か
ね
て
家
康
に
内
応
し
て

あ

い
た
の
で
あ
る
。
中
央
政
局
の
激
変
に
遭
っ
た
成
正

は
、
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
、
徳
川
家
康
と
会

見
す
べ
く
軍
事
行
動
に
出
た
。
し
か
し
東
に
上
杉
景

勝
勢
、
西
に
前
田
利
家
勢
と
、
敵
に
囲
ま
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
残
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
南
の
み
。
し
か
も
厳

寒
の
北
ア
ル
プ
ス
越
え
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
有

名
な
「
さ
ら
さ
ら
越
え
（
ザ
ラ
峠
）
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
、
地
元
の
研
究
者
遠
藤
和
子
氏
に

よ
る
と
数
コ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
通
説
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。
芦
時
寺
（
立
山
町
）
↓
弥
陀
ケ

原
↓
旧
立
山
温
泉
↓
ザ
ラ
峠
（
二
、
三
四
八
メ
ー
ト

ル
）
↓
黒
部
川
渡
渉
↓
針
の
木
谷
↓
針
の
木
峠
（
二
、

五
四
一
メ
ー
ト
ル
）
↓
針
の
木
雪
渓
↓
扇
沢
（
信
濃

大
町
市
）
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
だ
。

先
月
号
で
カ
ン
ジ
キ
の
紹
介
を
し
た
が
、
氷
雪
に

覆
わ
れ
た
標
高
二
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
余
の
、
日
本

三
大
雪
渓
の
一
つ
で
あ
る
針
の
木
雪
渓
を
、
当
時
の

決
し
て
十
分
と
は
言
い
難
い
冬
山
装
備
で
踏
破
で
き

た
だ
け
で
も
山
岳
史
上
驚
異
で
あ
り
、
私
の
関
心
も

こ
こ
に
あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
越
え
に
つ
い
て
は
、
現

在
で
は
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
事
実
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
当
時
は
暖
冬
で
あ
っ
た
と
い
う
説
や
、
狩

猟
集
団
に
先
導
さ
せ
、
カ
ン
ジ
キ
を
履
い
た
雑
兵
に

道
を
踏
ま
せ
て
歩
け
ば
楽
で
あ
っ
た
、
と
い
う
記
録

も
あ
る
。
私
の
経
験
か
ら
言
っ
て
も
、
雪
中
は
気
象

条
件
は
厳
し
い
も
の
の
、
夏
季
は
岩
石
・
プ
ッ
シ
ュ

等
で
歩
行
難
渋
を
極
め
る
場
所
も
、
積
雪
が
あ
れ
ば

最
短
距
離
を
踏
破
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
む
ろ
ん
雪

崩
の
回
避
策
、
ラ
ッ
セ
ル
の
ト
ッ
プ
が
機
能
し
て
い

る
場
合
に
限
る
が
。

さ
て
、
と
も
に
秀
吉
を
討
と
う
と
い
う
成
正
の
呼

び
か
け
に
家
康
は
呼
応
せ
ず
、
結
局
、
北
ア
ル
プ
ス

越
え
ま
で
し
て
行
っ
た
成
正
の
外
交
努
力
は
、
家
康

の
拒
絶
に
合
い
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
の
成
正

あ
い
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ょ
う

は
、
悲
惨
な
愛
妾
仕
置
き
事
件
や
、
後
年
、
新
領
地

と
な
っ
た
肥
後
の
国
人
ら
の
反
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理
の
不
手
際
を

秀
吉
に
糾
弾
さ
れ
、
切
腹
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
代
の
森
林
技
術
者
の
立
場
と
し
て
忘
れ
て
な

ら
な
い
こ
と
は
、
今
日
、
「
佐
々
堤
」
と
し
て
常
願
寺

川
に
残
る
治
水
工
事
で
あ
る
。
防
災
面
に
も
配
慮
し

た
名
君
的
側
面
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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た
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の
軍
用
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路
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1うこと

井出雄二
を含めて，個別の構成要素間の相

互作用が複雑に絡み合っているか

らであり，こうした複雑な関係を

つまびらかにすることは，人間の

認識の範囲を超えているといって

もよい。そこで，私たちは，気象，

土壌，水など立地環境と主たる構

(､r、

琴屯 森林潅

理解ず擬し
守
り
ぽ
い
齢
軒
“
郡
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４
、
釦
目
ロ
』
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毎
四
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凸
小
小
仙
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領
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殺
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壺
露
頓
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野
趣
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露
到
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４
《
由

成種との関係など森林の成立や維

持にとって最も重要と思われる関

係に絞って明らかにすることや，

物質やエネルギーの流れの道筋を

解明することにより，森林を説明

しようとしてきた。現在では，樹

木個体間，樹木と他の樹木や菌類

動物など生物種間の関係や森林が

土壌や気象に与える影響などにつ

いても理解が進んでいるし，さら

に人工衛星からの観測などマクロ

な見方を助ける資料も豊富になっ

てきている｡けれども,個別の知識

が深まれば深まるほど森林の複雑

さは一層明白になってきている。

もう一つ重要なことは，森林の

時間と人間の時間のずれである。

私たちが観察できる森林は，現在

存在している森林のみである。し

私たちは，森林の成り立ちや機

能について科学的な理解を深める

ことにより，より有効な森林の保

全方法や生物資源としての木材の

供給方法を見いだそうとしてきた。

そうした目的のために，まず森林

そのものがどのようなものなのか

を理解する必要がある。

森林に親しんだ人々にとって，

どこそこの林といえば，すぐにそ

の持つ雰囲気や，そこに生育する

樹木やその他の動植物などがたち

どころに想起され，特別の説明は

必要ないかもしれない。写真やビ

デオも一定の力はあるが，多くの

人々が共通の認識に立って知識を

深めていくためには，森林の持つ

特徴を人間の言葉に置き換えて説

明することが必要である。

森林は樹木を主たる構成員とし

て成り立つ生物社会であるが，同

時にその基盤は大地に求められる。

そこで，生育する生物の種や個体

の構成，その成長や繁殖について

書き記すだけでは十分でなく，土

壌や気象などについても総合的な

調査が必要である｡植生調査,現存

量調査，土壌調査，林分調査など，

そのために築き上げられてきた方

法や技術が，林学あるいは森林科

学という学問の基礎になっている。

しかし，そのような手法を駆使し

て現在の森林の様子を記述したと

しても，森林を十分説明したこと

にはならない．

なぜなら,森林では生物,無生物
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▼図FSCによる認証森林面積と認証件数(2000年1月現在） 持続可能な森林経営を支援する民

間レベルの取り組みに，認証・ラベ

リングがある。この取り組みは，一

定の基準，規格等を満たす森林経営

が行われている森林またはその組織

等を認証したり，その森林から生産

された木材・木材製品にラベルを添

付することにより，消費者の選択的

な購買を通じて持続可能な森林経営

を支援するというものである。認

証・ラベリングは，国際的には森林

管理協議会(FSC)と国際標準化機構

(Iso)の2つの組織の評価基準に基

づいて取り組みが進められているが，

木材輸出国を中心に独自の認証規格

の開発も進んでいる。

FSCは1993年に設立された組織

勵
詞
拝
５

(参考):I件当たりの最大面禰

｜件当たりの最小面績

1件当たりの平均面積

資料らFSC｢ForestsCertified

|,800,000ha(スウェーデン）

5ha(イギリス）
82,978ha

byFSC-AccreditedCertification

で,1999年12月現在48カ国3I0の3Ist,2000.」
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かし，その森林は過去のある時点，

それを構成している樹木が芽生え

たとき以来の歴史を背負っている。

一方，今の森林の姿から，それが

たどってきた過去を推定すること

もまた容易ではない。一般には，

それがどのように変わっていくか，

時間を追って観察していくか，あ

るいはたくさんの森林の状態を調

べたうえで，少ない過去の記録に

基づいて推測するしかない。

私たちはこれまで，科学的手法

に基づいて，分析的に森林を理解

しようと努めてきたが，本当の森

林は分析結果を積み上げることで

は説明しきれないのかもしれない。

それでも，森林を説明しようとす

る者は，その複雑に絡んだ糸を自

分の持てる道具と知識で解きほぐ

していく必要があるし，時間を克

服するため長期の観察を継続しな

ければならない。
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蓬
先日，「水源の神を語る会｣の

30数名の皆さんと熱海来宮神

社にある大楠を訪れた。神社は

熱海郷の地主神として’300年

の昔からここに鎮座し，境内に

ある大楠は樹齢2000年と推定

され，高さ約20m,周囲23.9m

の巨木で，御神木として崇敬さ

れている。常に緑で，生き生き

としているこの木に，永遠の強

靱な生命力を見，「聖なる木｣と

してあがめたのであろう。

その楠の木は海で生きる住民

たちの暮しを支えた大切な木で

あった。この地は暖かく，楠の

適地で良質の楠材に恵まれた。

住民たちはそれで船を造り漁に

出かけた。「伊豆手」（いずて，

伊豆型）といわれる独特の船を

造る産業も栄えた。江戸城築城

の際には石材を楠の船に載せて

江戸まで運んだ。楠の船は住民

の生活を支えたのである。

さらに，山の中腹にそびえ立

つ大楠は漁師たちの航海の目印

となり，漁の安全も守ってくれ

る守りの木であった。彼らは海

上遠く手を合わせて大楠を拝み，

安全を祈りながら舵を取ったと

いう。漁師たちは大楠を，彼ら

の命を守る「神の依代（神の降

りる木)｣として崇敬したのであ

る。

大楠の傍らには，糸川の清流

が流れている。私たちはそれを

さかのぼった。中流に「明水神

社」が，さらに上流の「みそぎ

の滝」の傍らにも数多くの祭神

が祭られていた。ここの清流は

地域の人々の暮らしの水として

尊ばれていたことが推定される。

神社も楠の木と清流の両者に沿

って鎮座している。つまり，「木

と水と人の結合する自然空間」

に神社が立地するのである。そ

の意味で，ここは水と木と人が

造る－つの「森林文化社会」な

のである。（筒井辿夫）

q来宮神社横の糸川の流れ

▼境内の大楠

(いでゆうじ／東京大学大学院

農学生命科学研究科生圏システム
学専攻森圏管理学研究室教授）

q､＝,馳浬軍弓r，，．。■、孟寺蓉母z唾寺、‐．■nAや口呼…百一_…澤4塁雰醐一癖■和
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会員で構成されている。FSCの認

証を受けた森林は増加しており，

本年｜月末現在30カ国で｜,767

万haの森林(認証件数は213)が

認証されている。わが国において

は，本年2月に三重県海山町の林

家（速水林業）がわが国で初めて

認証を受けている。このほか一部

の森林組織も認証に向けて取り組

んでいる。ISOは1947年に設立さ

れ，各国を代表する規格制定機関

により構成されている。1996年に

は環境マネジメントシステムを構

築するための規格である

ISO14001を発効させている。わが

国では電気機械工業等が中心とな

ってこの認証を取得しており，登

録件数は1999年7月末現在で

2,338件となっている。林業分野

では’999年7月に住友林業がわ

が国で初めてこの認証を取得した。
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座となります。学生は，2年次よ

り各講座に配属されます。

以上の新学科体制の中で，森林

関係分野の教官は，主に農林環境

科学科の地域マネジメント学講座，

森林科学講座に所属しています。

地域マネジメント学講座は，農山

村に存在する地域資源の管理に関

する問題の解明とその解決のため

の諸施策に関する教育研究，森林

科学講座は，森林と周辺環境の相

互作用，森林の保全，森林資源の

再生，収穫，利用をはじめ，森林

ろうか。それでも，杉の名前の由；

戦墓懸鰐輔鰯｜
じている｡読者は自分ならこう思i
うと’著者と対比しながら読むこ；
ともできる。しばし雅の世界に身“…＝”

を置いて浮き世を忘れることがで

きる。

中野達夫さんのr国宝建築探訪』

は字義どおり国宝に指定されてい

る建造物の写真集である。学会の

研究会などで見学会があると，い

つも大きなカメラをぶら下げてい

たが，だてではなかった。法隆寺

や東大寺をはじめとする木造建造

物の風化した，あるいは虫や菌に

侵された木の表情に，優しさ，良

さ，すごさを感じてシャッターを

切ったのだそうである。そこまで

はだれでもできそうなことだが，

；岩手大学農学部は,平成12年4

1月旧より,新たに3学科,'大講
i座体制で再スタートいたしました。

；今回の改組は,平成3年に実施さ

'鮪繋蝋雪鰯裟裳
I発展・充実させるべく行われまし
；た。改組の目的は，21世紀におい
；て直面する人口急増による食糧問
：題，地球温暖化に象徴される環境

：問題膨大な電力消費やモータリ

：ゼーションに見られるエネルギー

;資源問題,および廃棄物の処鍵問
:?…乞鐸＝蜜-胃侭-…蝕…"鋳型.可v?……唖－－.".…壷迄報靜群‘”翻鐸鱗鹸蝿轌員鳶削壁“

題等の解決に貢献する専門学部と

して，附属施設を含めて対応する

教育研究体制を構築することです。

学科・講座名は，農業生命科学科

(定員90名：植物生産学講座，動

物科学講座,生物機能科学講座,食

品健康科学講座)，農林環境科学科

(定員90名：地域マネジメント学

講座,森林科学講座,地域環境デザ

イン学講座，リサイクル生物生産

工学講座)，獣医学科(定員30名：

基礎獣医学講座，応用獣医学講座，

臨床獣医学講座）の3学科11大講
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発行所：海青社〒520-0002大津市際川3-23-2
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；図らずも親しくしていただいて

｜いるお二人の木材学者が,ほとん
；ど同時に海青社から木に関する本

|筵職篭綴：
‘の伝承,物語，日記,随筆,和歌な

；どの中から，木に関する記述や木

；が関連している箇所を抜き出して，
§その木の扱われ方や木に対する

i鱸雛撫繍
早を導…坐謎…画一＝・＝ｰ=~‐･『里齢カセー毒…4……一一＆

る。私は日ごろ古典とは縁遠いが，

本書の古典は現代語に訳されてい

るものがほとんどで，古文の素養

がなくても楽しく読める。もちろ

ん和歌など原文もある
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と人間とのかかわり全般について

考究することによって森林を総合

的に理解し，その利用のあり方お

よび技術に関する教育研究を行い

ます。それぞれの講座における主

要科目の一部を列挙いたしますと，

地域マネジメント学講座？地域マ

ネジメント学概論，農林環境経済

学，環境政策論，アグリビジネス

論日本農業論，山村経済論，開

発経済学，地域計画学，地域開発

政策論，地域おこし論，ランドス

ケープエコロジー，森林科学講
座：森林環境と生物，樹木の形態

と組織，林業生産工学，森林・雪

氷水文学，森林造成学，樹木資源

学，森林資源化学，木材物理学，

木質材料の設計，砂防学，となり

ます。

以上，新学科体制の下で，北東

北の森林教育・研究の拠点となる

べく鋭意努力していきますので，

今後とも変わらぬご支援をいただ

ければ幸いです。
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今年の1月，ある大学の文学部教授のお話を聴

く機会がありました。「文明の行方｣というテーマ

で，今後世界がどういう方向に向かうのか，とい

う話でした。3つのキーワードを覚えておくとよ

いのだそうです。まず第1は｢グローバル化｣。そ

うなるといちばん大事なものは「情報｣。「情報」

を人より多く持っている者が勝つ，ということだ

そうです。第2は｢能力主義｣。労働組合が強い会

社･組織は「競争しない」「責任取らない」で，こ

れからは全くダメなのだそうです。第3は「契約

主義｣｡とにかく何をするにも証文を取っておかな

ければならないようで，しかもありとあらゆる場

面を想定して事細かに取っておかなければならな

いそうです。

以上の3つは，いずれも日本人には苦手な分野

に思われるのですが，残念ながらそういう方向に

世界は進まざるを得ないそうです。なるほど，森

林経営の分野でもモントリオールプロセスの結論

であるサンチャゴ宣言に盛り込まれた67の指標

の具体的な測定方法や望ましい値を決める作業な

んかも，「グローバル｣な観点から，次の世代に豊

かな森林資源を引き継ぐための作業です。

さて，世界はこれら3つのキーワードの方向に

進むといたしまして，これからの行政の進む方向

としてのキーワードは何でしょうか。小生が勝手

に思うのは「透明性」「わかりやすさ」「評価」で

しょうか。ひと口にそういっても具体的な作業と

なるとこれがなかなか難しく，森林整備の効果を

数値で示したりするのには頭を抱えてしまいます。

将来は「持続可能な森林経営度合い」みたいなも

ので国や地域の森林政策が評価されるような時代

が来るんではないかと思っています。

「うちの流域は生物多様性の保全は80点だけど

林業生産は40点だった」rうちは昆虫の数が減っ

たので生物多様性の保全がダメだった。レクリエ

ーション利用は増えてるんだけどね」なんていう

会話がそのうち交わされるようになるのかもしれ

ません。う～ん複雑な思いです。（のびのび）

（この欄は編集委員が担当しています）
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白旗学）
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平泉の中尊寺から長崎の大浦天主

堂まで'25カ所，209の国宝建造

物を撮ろうと決心して実行したの

だから並ではない。写真はモノク

ロで，国宝にふさわしい。目次の

あとの“木材利用の歴史について

考える”に，写真家ではない木材

の専門家の思いが述べられている。

それは再建前の東大寺金堂と出雲

大社に代表される大建築物で，か

つて日本の山に生えていた径｜､5

m,樹齢1000年を超える大木によ

る建築技術である。その技術は大

木を伐り尽くして途絶えたかに見

えるが，石油文明が石油の枯渇で

終焉するのとは違って，木が生育

して大木になればやがて再び復活

する。1000年単位のタイムスケー

ルが必要だと説いている。2冊の

本を手に旅に出たくなる。

(木のなんでも相談室室長／
岡野健）
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農林水産物資がメーカーからユーザーへ'あるい

は生産者から消費者へ流れていく過程で,物資の品

質が保証されていれば,流れはスムースになる。製

品あるいは商品の品質を保証するのに,法律で定め

た規格に合格していることを表すマークを貼り付

ける方法がある｡ご存じJASマークは日本農材親格

(JapaneseAgriculturalStandards)に合格しているこ

とを示すマークであり，品質基準が満たされ，さら

に品質に関する表示も適切であることを保証して

いる。ところでJASマー

きた。合板でも構造用合板，普通合板，特殊合板，

コンクリート型枠用合板,難燃合板,防炎合板の6

品目に細分されている。しかし，日進月歩の技術革

新時代,物資の流通がグローバル化している今日で

は，十分に対応するのは困難である。

AQマークは木質建材に対して品質性能が優良で

あることを保証している。AQはApprovedQualityの

頭文字で，’974年に農林水産大臣の行う制度とし

て発足し，’988年から（財）日本住宅･木材技術セ

ンターがその認定にかか
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わる一切の事業を行って

いる。対象となる建材は

JASの対象品目になって

いないものや品目の性能

がJASでは規定されてい

ないもの，例えば合板で

は,接着剤混入防腐･防蟻

処理合板や加圧注入処理

防腐･防蟻処理合板,モル

タル下地用合板，たて継

これらを含めて現在’5

クの対象となる物資は日

本農林規格によって種類

が指定されていて，その

規格が制定されている品

目に限られる。というこ

とは，それ以外の品目は

JASマークが付かないわ

けで，付いていない理由

がJASに合格していない

のか，あるいは新製品でのか，あるいは新製品で

あるために対象品目に指定されていないのかはわ

からない。後者の場合は，新製品の普及を妨げ，ひ

いては開発の意欲をもそぐことになりかねない｡そ

のようなことのないように規格の見直しがなされ

てきた。その結果，例えば製材では，針葉樹の構造

用製材，針葉樹の造作用製材，針葉樹の下地用製

材，広葉樹製材，押角･耳付き材，といった具合に

きめ細かい細分化で質の高い製品の流通を促して

ぎ構造用合板などがあり，これらを含めて現在'5

品目が指定されている。AQマークは製品の品質を

保証する点ではJASマークと同じであるが'マーク

の有効期限が3年で，申請によって延長される点な

ど，時代の流れに，より密着している。また，メー

カーが新しい製法による製品や新しい性能を持つ

製品を開発した場合,自らマークを申請して取得で

きる点は技術開発を促す効果がある。
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★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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第4B回林業技術賞

受賞者の発表
本賞は，技術が多分に実地に応用され，広く普及され，あるいは，多大の成果

を収め，林業技術の向上に貢献したと認められる業績に対し，当協会より贈呈さ

れるものです。慎重な審査の結果，次の方々の受賞が決定されました（敬称略)。

賞 受寅者 業績
I

ブナの更新技術の高團上に関する

研究とその普及

北海道立林業試験場道南支場･ブナ更新研究グループ

（代表者寺澤和彦）
林業技術賞

道産針葉樹材の乾燥技術の研究と

その普及
北海道立林産試験場技術部製材乾燥科長中嶌厚〃

ノンフレームエ法開発グループ

（護木施設研究所井上孝人
市村正彦ほか4名

ノンフレームエ法の開発とその

普及
〃

）
林業技術賞

努力賞

高知県森林組合連合会 マルモリチップマットの開発と

その普及(代表理事会長小松禧徳）

第11回学生林業技術石升究言甫文コンテスト

受賞者の発表

当協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成のため，大学学部学生

を対象として，森林・林業に関する論文（政策提言を含む）を募集し，優秀と認

められる方々に対して表彰を行っています。慎重な選考の結果，次の方々の受賞

が決定されました（敬称|I1各)。
§ 函

認

鱗
謹
一

一
叫

毎
澱

＊
畷
蝿
織

零
噸
辮
争
、
』

§
前

日
・
蛙
‐

●

郡
Ｌ
Ａ
戸
晶

“ 蕊驚
0…＆垂想 蕊

唖凸〃
凸■

賞 _|受賞者’大学学部 論 糞
＝

宇都宮大学農学部

森林科学科

宇都宮市国道119号サクラ並木における樹

幹着生植物の分布とその生息環境
林野庁長官賞 伊藤祥子

’
東京大学農学部

森林科学専攻

我が国で森林認証を取得する際の課題

一速水林業の事例を通して一
西山泰三〃

九州大学農学部

林学科

マツノザイセンチユウ接種苗の形成層活動

と病徴進展
日本林学会会長賞 遠山昌之

日本林業技術協会

理事長賞

東京農工大学農学部

地域生態システム学科

窒素源としてのアミノ酸が外生菌根菌の成

長に与える影響

マツ材線虫病初期感染過程における寄主組

織の細胞学的観察

中屋博順

京都大学農学部

生産環境科学科
原直樹〃

鹿児島大学農学部

生物生産学科

桜島におけるクロマツ外生菌根のタイプと

分布
榊原あおい〃

④－林業技術No.6982000.5



第4回『日林協学術石升究奨励金」
助成対象者の発表

来たる21世紀に活雌する若手研究者･技術者の育成にさきや力勤なりとも壷献す
べく，当協会では1997年より本事業に着手しました。第4瞳Iに当たる今回の募無
でも24件という多くの応募をいただき，先般当I筋会に『没世した，学細経験者によ
り描成される審査委旦会において'|輿承な審識をM易り，次の3名の方々への助成カガ
決定したのでお矢ロらせします（敬勅§IIH)。

氏名1;隼齢 所属・職名一■－L竺山酉■＝

研 究 課題
ー－－

ニホンジカ地域個体群およびブナ地

域個体群の遺伝的構造解析

スギ林の皆伐及び再造林後の森林成

立過程が渓流水と土壌の化学特性に

及ぼす影響

ゆあさ

湯浅
たかL

卓 東京農工大．在学中23

もうり

毛利
幅
一

重
廷
心 京大（院）・在学中28

沖縄島北部亜熱帯照葉樹林の更新過

程とその制限要因

えのき

榎木
識
勉 琉球大・助手32

青年海外協力隊平成12年度春の募集 ※春の募集締切は5月20日(土）です

●情報入手･問合せ先＝国際協力事業団青年海外協力隊事務局
〒151-8558東京都渋谷区代々 木2-1-1新宿マインズタワー6F

a03-5352-7261（問合せ時間；平日10時～17時)URLhttp://www.jica.go.jp/Index-j・html

24時間テレフォンガイド公03-5352-7272･東京24時間FAXガイド(FAX)03-5352-7271･東京
"aO726-41-7000･大阪〃(FAX)0726-41-7005･大阪
〃壷093-671-6354･福岡〃(FAX)093-671-6368･福岡

一

一次試験(国家試験)のお知らせ知家試験 お験平成12年度技術±第 国年
。

くr技術士補』になるための試験一士法に墓づ一技術

1．受験申込書用紙等の配布：平成12年4月13日（木）7受験資格：年齢・学歴・業務経歴等による制限は一
から。切ありません。
2．受験申込受付期間・場所鷺平成12年5月10日（水)8.受験申込書・受験の手引の請求先・詳細問合せ先：
～5月19日(金)。ただし，土･日を除く。下記の㈹日棚日本技術士会技術士試験センター（〒105-0001東
本技術士会技術士試験センターまで。京都港区虎ノ門4－1－20田中山ビル8階,"03-
3．試験の日時：平成12年10月8日(日)。共通科目3459-1333）
…10:00～12:00,専門科目…13:00～16:00｡9受験申込書等の請求方法2返送先を明記し,200円
4．受験手数料:11,000円(指定の用紙を使用し，郵便切手を貼った角形2号の返信用封筒を上記住所まで送
振替払込または銀行振込により納付してください)。付してください。その際受験の手引も必要な方は，郵
5．試験科目：共通科目…数学，物理学，化学，生物学，便定額小為替500円分を同封し，郵便切手は240円と
地学から2科目選択。専門科目…機械，船舶，航空．してください。

宇宙，電気・電子，化学，繊維，金属，資源工学，建10．補足：技術士第一次試験に合格後登録をして，技術
設，水道，衛生工学，農業，林業，水産，経営工学，士補としての業務経験が4年を超えれば，技術士とな
情報工学，応用理学，生物工学，環境から1科目（技るための第二次試験を受験することができます。なお，
術部門）選択。注…一定の学歴または所定の国家資格科学技術に関する業務経験が7年を超える方は，直接
を有する者は，共通科目が免除されます。技術士になるための第二次試験を受験することができ
6．試験地：札幌市，仙台市，東京都，新潟市，名古屋ます。
市，大阪府，広島市，福岡市，那覇市。

林業技術No.6982000.5-⑬



|平成'2年度林業技士養成講習･登録のご案内(概要）
あなたも専門的林業技術者の資格を取りましよう
労働大臣認定通信講習社団法人日本林業技術協会

林業技士制度は，社団法人日本林業技術協会が農林水産事務次官依命通達により発足した専門的林業
技術者を養成し，認定・登録する制度です。認定者は，林野庁長官の定める林業技士名簿への登録によ
り，『林業技士』の称号が付与され，専門的林業技術者としての業務に従事することができます。また，
この養成講習は労働大臣指定の通信講習として認定され，受講料等を自己負担した場合など一定の条件
の下に「教育訓練給付金」（8/10助成）を受給できます。

|A.養成講習による認定･壹霊

受講資格：大学，短大・旧高専または養成研修専攻科等の林業に関する課程を修めて卒業した
者，その他の者で，各登録部門の業務について学歴に応じ，大卒は7年，短大等は
10年，その他は14年の実務経験のある者。

登録部門：林業経営，林業機械，森林土木，森林詔間

講習内容：4部門のうち1部門の選択制，それぞれに通信研修とスクーリング研修があります。
①通信研修はリポートを3回提出

②スクーリング研修は，リポートの成績が所定の基準に達した者について東京で5
日間行われ，修了試験があります

登録資格の認定：通信研修・スクーリング研修の修了試験の成績について「林業技士資格認定委
員会」において審査・認定します（発表は平成13年3月中旬）

申込期間：6月1日～7月31日まで（当日消印有効）

講習期間：①通信研修9～11月の3カ月間にリポート3回提出
（予定）②スクーリング研修(日程）林業経営H13．1/15～19日

森林評価H12.12/11～15日
森林土木H13．1/29～2/2日
林業機械H12.12/4～8日

受講料等：①受講料＝通信研修31,500円，他にテキスト代6,000～18,000円程度(部門によっ
（税込み）て異なります)，スクーリング研修15,750円，②登録料=21,000円

1

２
３

4

５
６

7

|B.資格要件による認定･登録

1．次の要件を満たす者は，申請によって認定・登録できます（申請受付期間：8/1～9/20)

(1)必要な資格と実務経験：①林野庁の養成研修専門科等の林業機械，治山または土木を修了し，そ
の部門の実務経験が10年以上ある者……林業機械，森林土木部門，②1級土木施工管理技士で
森林土木の実務経験が10年以上ある者……森林土木部門，③林業専門技術員としての実務経験
が5年以上あり，かつ，実務経験が合算して10年以上ある者……林業機械，林業経営部門

(2)上記(1)に該当し，リポート（課題：機械一高性能林業機械化，土木一森林土木と環境調査，経
営一森林環境）提出により，養成講習修了相当と認められた者（リポート締切り11/15）

2.審査手数料等：①審査手数料5,250円,他にテキスト代約1,600～3,600円(部門によって異なり
ます）②登録料21,000円

3.登録資格の認定：前記饗成講習修了者と同時に，「林業技士資格認定委員会」で審査･認定します
（発表は同上）

●お問い合せは：(1)社団法人日本林業技術協会林業技士養成事務局（〒102-0085東京都千代田区六番
町7aO3-3261-6638),(2)森林管理（分）局林業技士関係窓口担当者,(3)都道府県林
務担当課の林業技士関係窓口担当者まで

⑭－林業技術No.6982000.5
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室擢団:侭潔套揚笏行撫内容等区,分｜，行；:篝黛鶏 期間

全国’ 開催中～ ㈱国土緑化推進機椛(東京都千代田区平川町2-7-5砂防会館内窓03-3262
9.30-8451)／｢緑の募集｣運動をはじめ全国植樹祭や全国育樹祭などに代表さ
れる国土緑化運動に対する支援キャンペーンとして緑化推進プロモーシ
ヨンを行い特に次代を担う若年脳をターゲットとして国土緑化運動への
理解を広めていく。

伽日本さくらの会（東京都千代田区平川町2-3-19麹町山晴ビルaO32-
3234-2034)／全国・アメリカ・ドイツ・フランス／日本を代表する桜をテ
ーマにしたイベントの開催を通じてさくらと自然を愛する心を育て,国民
参加によるさくら愛護運動を展開。

(湘圃-k緑化推進機構（上記同)／参加条件：①育樹に関する新技術を開発
したもの並びに普遍的技術であってもそれを地域に導入･実践して効果を
上げたもの｡②地域の育樹活動の普及･向上に著しい実縦を上げたもの(た
だし学校を除く)。

蕊纐篭澪蕩鯵蘇縫常騨聯嚥総墜鰐幾面
る°参加者は事前に連絡を。
世界自然遺産会議実行委員会（鹿児島市鴨池新町10-1窓099-286-
2568)／屋久島（5.18～19)・鹿児島市（5.20～21）各行事により会場が異
なるので主催者にお問い合わせください。

全国農業協同組合連合会鳥取県本部(湖山東町5-261恋0857-31-6920)・
鳥取県椎茸生産組合連合会(鳥取市東町1-22O鳥取県庁林務課内盆0857-
26-7416)/青谷町農林漁業者トレーニングセンター。

開催中～
12.31

各地・
各国
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世界自然遺産会議鹿児鵬 5.18～21

回鳥取県しいたけ品鳥取 第42
評会

5.24j･､-25

日本木橋協会（港区新橋1-17-1新幸ビル公03-3519-5040)/木材会館ホ
ール（江東区深川2-5-11a03-3641-9108)/木橘の企画･設計･製作･施
工に当たる方，管理する立場にある方を対象にセミナーを実施。
林野庁・森林の市実行委員会（林野庁国有林野部業務課内遍03-3591-
0884)／都立代々 木公園B地区(NHKホール隣)/入場無料。
宮川サミット実行委員会（横浜市青菜区美しが丘4-33-17)／高山市高山
グリーンホテルおよび宮川流域／河川蝋業への地域参加を,今後行政と地

r木橋の安全性確保につい
て」セミナー

東京 525

第17回森林の市 527へ望28

5.29～7.21

〃

岐阜

域活勤がいかにしてよりよいパートナーシップを築いていったらよいか
をワークショップ形式で議論。

H 1

6月
麓卿;職1ifi､':"士↑鉱L，制牌区分I，衝：蟻駕篭鶏 塁擢緬蒋痴会鰯〆行癖内容等

卿焼きシンポジウム・イン･小満水実行委員会（斜里郡小清水町字小清水
217小清水町役場企画進行課内公0152-62-2311)/小清水町原生花園，小
淵水I11J多目的研修集会施設/r自然畷境の保全と利活用，共生」をテーマ
に，野焼きを中心に各地で取り組んでいる自治体，グループ,関心のある
者が一堂に会し，実態と研究等の仙報を共有し今後の方向性を模索する。

北海通 野焼きシンポジウム・イ
ン・小清水・第3回全国草
原サミット

6.23～30

一ﾛロ零私‘一 一］一一
一》

ｰ‐・云錘▼空酌一~~ーﾏｳF■r~寺….f蝉画…~__…．皇一＝_主･品ニューー

第51回全国植樹祭大分県で開催-2000年豊かな国の森つくり－
21世紀への国民参加の森づくりを託す第51回全国植樹祭が，4月23日(日)新緑がまぶしい大分県
県民の森・平成森林公園（大野郡大野町）にて天皇・皇后両陛下をお迎えして盛大に開催された。
本県は,平成3隼台風19号により甚大な森林被害を受け,被害地の早期復|日に県民一丸となって
取り組んできだことは記憶に新しい｡今回植樹祭では,わが国の繁栄,国民の生活に大きく貢献して
きた国士緑化50年の運動を伝えていくとともに，21世紀に向かって，森林･みどりの大切さ，森づく
りの推進がいっそう重要となっている

▼郷土樹種等のお
手植え･お手まき
をされる両陛下

ことをアピールした｡天皇陛下は,おこ

とばの中で，〈今後，国民全体で考えて
いかなければならない大きな課題は，
山村地域の過疎化や林業に携わる人々
の高齢化が進む中で，いかにして豊か
で手入れの行き届いだ活力のある森林
を維持していくかであることを強く感
じています＞と語られた。
次回2001年は，山梨県で篇催される。

(編集部）

林業技術No.6982000.5-⑮



総麗難赫業議縦識慧第溌驚園繼黛総義關嫌糠議鰯霧溌蕊蕊

総会ならびに関係行耶を次のとおり開催いたしますので，ご出席くださいますようご案内申し

上げます。なお，総会のご案内は4月上旬に発送いたしましたが，出欠のご回答･委任状(支部分
会の場合は出席者名簿および委任状）は5月15日までに到着するようご協力お願いいたします。

月 B*:;I時間 行 蕊，事j"
今
云 場

5月23日（火） 第46回林業技術コンテスト
コンテスト参加者との座談会

9:00～16:55
17;00~

日林協5階会議室

5月24日（水）’13:30～15:30 日林協第55回通常総会
第46回林業技術賞受賞者の表彰
第46回林業技術コンテスト受賞者の表彰
第11回学生林業技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰
第4回日林協学術研究奨励金対象者の発表
永年勤続職員の表彰
議事
日林協支部幹事会
支部幹事等との懇談会

虎ノ門パストラル＊
(東京農林年金会館）
東京都港区
虎ノ門4－4－1

"03-3432－7261

16:00～17:00

17:30～19:00

＊〔交通：東京駅一地下鉄丸ノ内線霞ケ関駅乗り換え日比谷線-‘神谷町駅下車徒歩5分〕

(編集部雑記） 卿協隣|会|調の繍う|鯏ご|副き'： ’鶏簿

五月新緑がまぶしく，鳥の蔵が

心地よい季節になった。i､キは今年
も卵を産んだ。個体数の極端に減少
した樋のまず克服すべきは踊的な課

題。シジュウカラのメスはパートナ
ーに親の畷りに似たオスは選ばない。
オスの雛は近くにいるオスの噂りを
学習するためだと言われる。遺伝子
レベルの多様性を保持しようとする
自然界の懐の広さを感じる。通から
質が求められるようになって久しい
が｢林業｣は大丈夫？（カワラヒワ）

◎海外出張（派遣）

4/3～5/9，正木調査第二部長，

久道国際事業部次長，松本課長代

理，4/5～5/9，市川課長代理，セ

ネガル国沿岸地域植林計画基本設

計調査現地調査，同国。

4/9～5/8，大賀顧問，4/9～6／

22,梶垣課長，氏家主任研究員，

パラグアイ国東部造林計画調査，

同国。

◎番町クラブ

5/8,於本会，（社)農林水産先端
技術産業振興センター企画調査部

長・野口宣靖氏を講師として「遺

伝子組換え腱作物の光と影」と題
する講演および質疑を行った。

◎人事異動（4月16日付）
採用国際協力部長坂本進

|日林協ホームページ｜
試験運用を1998年8月に

始めて以来，内容や椛成な
ど順次改善してまいりまし

たが，皆様にはすでにご利

用いただけましたでしょう

か。出版物・販売品案内な

ど，詳しく出ています（下

記URLをご参照ください)。

函
函
|麺春山行日中の時間が伸びて,山歩

きには格好の季節となった。簸近，近
場の山を中心に尾根歩きを楽しんで
いる｡桜見のころ，小雨の中を登山口
まで行くと，ここから上はうっすら

雪化粧でちょっと徳した気分。最近
よく見かけるようになったのがマウ

ンテンバイクのタイヤの跡で，どう
してこんな所にまでと首をかしげた
くなる。茶髪･携帯電話･底厚履物の
類いはまず登ってこないのも山の魅
力の1つ。（平成の玉手箱）

|出版物案内i|今月の不思議’ IKeyWord

|販売品案内’

|入会ご案内’
P一一

｜
函||l『森林航測』目次データ

一一■ー一宇一一一

林業技術第698号平成12年5月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番町7TELO3(3261)5281(f@
振替00130-8-60448番FAXO3(3261)5393(代）

【URL]http:"www.jade.dti.ne.jp/､:jafta

大山詣りお山は晴天，家へ帰れ

ばお毛が（ケガ）なくっておめでた

い｡西北西に大山,南に藤沢の宿が控
える日本林学会大会の開催校となっ
た日本大学生物資源科学部。学生さ
ん必修落語の1つといっていいでし

ょう。ストーリーは……教えません。
この落ちから逆に噺をこさえてみる

のも一興かと。その点,冗談落ちは楽
ですナ。なんでもかんでもrじよ－だ
ん誇っちゃいけねえ」で落とせばい
いんですから。（山遊亭明朝）

RINGYOGIJUTSU

JAPAN・FOREST

publishedby
TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会費3’500円・学生会徴2,500円・終身会費(個人)30,000円〕
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業界をﾘｰドする林業土木コンサルタンツの

すぐに役立つ技術図書

森称圭氷溌ｼ鴬渤溌發
森林土木技術の基礎から応用までを網羅した
森林土木技術者必携のハンディな技術書
B6判1239頁9,200円(税込･送料別）

赫織廉監鯵｡稲灘識側灘鼠瀞鰯職識!嚥瀧灘縄蝉．

蕊灘
誌猫ブ’

口つく悪植物裁誠際自然 植物を A5判254頁4,500円(税込･送料別）

鍾朱騨一‐講幽耳林道．環境 朱

美しいカラー写真と分かりやすい解説･データに

鍛志鼠謹口
B5判解説書付
B4判188頁40,000円(税込･送料別）

森赫鎚木構
よる植物のガイドブック

擁壁A5判376頁5,000円(税込･送料別）

雑野庁監修

窕謝簿艤自然を葱篭蕃緑蛎患緑維悪
＝録の再塞創造一

豊富なカラー写真と専門家による分かりやすい
解説の緑化工のガイドブック

B5判224頁5,000円(税込･送料別）

森

橋

B5判解説書付
B4判269頁50,000円(税込･送料別）鵜幽較蟻#謹留蕊断酒表

治山工事の合理的な設計･施工に必須の治山
ダム｡土留工の標準断面表
CD-ROM付

A5判427頁4,000円(税込･送料別）

蕊

讃
錦一

膳

B5判解説書付
B4判171頁40,000円(税込･送料別）道路円曲線 鰯、
標準牡鋳書
2,040円(税込･送料別）

様治 事山蓮曲線半径が小さく、曲線の数多い林道の設計・
施工のために作られた道路円曲線表

ポケット判473頁1,600円(税込･送料別）

A4判145頁

林業土木コンサルタンツが

■■
鱗蕊雪覇蝋蝿

擢為’

独自に開発した測定器
韮力､計 特許磯頻窮蝋盤支捺姦簡易測定器）馳盤索捺調

基礎地盤の支持力が現場ですばやく判明するため

余分な床掘を防止でき、工事費の削減に貢献

地盤支持力不足による擁壁倒壊を防止

従来の試験と比べると

試験コストが安価

短時間で測定(約30分）

装置の現場搬入･搬出が容易
評価がすぐ出来､現場の対応が迅速取り扱いビデオ付

定価198,000円(税別･送料別）

購入のお申込みは､FAXO27-323-3335"､
〒370-0851群馬県高崎市上中居町42-1TELO27-330-3232

（財)林業土木コンサルタンツ技術研究所FAXO27-323-3335
URLhttp://www.cfC-ri.orjpE-mailcfCri@mail.cfc-ri.orjp
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評

３
１

安全ぞ と自然の調和を目指Ⅸ。全 鉄
Jbb，

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに忌避効果

力認められた初めての散"iタイプ穏避剤で魂

散布が簡単
これまでに無いゾル剤五シカ､ノウサギの樹

幹部分の皮剥ぎ被害に子|功緬fが行えます。

長い効果
薬液は紫早く乾燥し､降雨による流亡が波く、

食害を長期にわたって防1tします．

安全‘件
有効成分のジラムは、股1%i剤として長年伽II

されてきた低推M薬剤て盤j璽物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

ｺニ ｱ■水和剤
’造林木を野生動物の食害から守る

販売M大同商事株式会社製造保士谷アグロス株式会社
本社／〒lO5-0013東京都港区浜松町｜丁目10番8号(野田ビル5F)
東京本社03(5470)849I"/大阪06(231)2819/九州092(761)1134/札幌0II(563)0317

カタロク切ご舗求は、'二肥住所へ湧逐

野生動物との共存 実用新案登録済

|ヘキサチユーブキサヘ ユー■

シカ‘カモシカ。ウサギ・ネズミ

食害完全防I卜
☆下Xリリ軽減も

☆誤茂防ﾕと。

☆根曲がりを防ぐ。
☆雪起こしも不要b

☆スギ・ヒノキ・広葉樹の成長を淀進。
☆治山・砂防事業に普及。
☆ダイオキシンが発生しない

ポリプロピレン製。
L ノ

’
挑掘繍略臆欝
営業部蛎都

〒613-00鯏潮鴨蠅蝋I勝山協鼎fM協ｱﾐﾘービﾙ31
営業部東京
〒10ﾙ0052束京都千代田区神田小川町3.28昇弛館ビル302

’m1,03.5259.9510MX()3今5259-9720
厚真は械機後3ｲI桐のヒノキ（チューブの艮さ1.4m)
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あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の
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'~＝奇測

定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

国叫蠅

唾§（ユ.…湾
、l舜'(〃4岬FL錘鯉

可

ｑ

ｑ

ｌ

■

刺

Ⅱ

０

４

■

０

■

『

８
勾一

樗
鐸
鋤
輝

銭
鑑
鑑
鐸
一

辿

藷
ゞ
蕊
恥

２
》
錨
１
－
企
』

劉
一
郵
緬
ケ
ー

､琴整

皇聖 検査済み±0.1%の高精度

写典はスーパープラニクスβの憾囎タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に肺格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご脳入

されたときからすぐ±0.1％の高勝度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
|，コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付吟
標準タイプ…･”

プリンタタイフ

￥160000

￥192000

’
測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高|朧スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の磯富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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タマヤ計測ジコテム補式会社

〒104-0061東京都中央区銀座4‐4‐4アートビルTELO3-3561-8711FAX.O3-3561-8719



日林協の話題の本本己
■前橋営林局(現･関東森林管理局)編

オオタカの営巣地における
森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一

ｐ
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■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／

●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討
●間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

第1章人工林・二次林に生息する猛禽類の一般的生態オオタカ／ハイ
タカ／ツミ／ハチクマ／サシパ／ノスリ／比較となる種 〈執筆者〉

第2章人工林等の管理について林分管理・林分配置の基本的な考え 石塚森吉（森林総合研究所物質生産研究室長）

方／オオタカ生息地における林分管理・林分配置 遠藤孝一（日本野鳥の会栃木県支部副支部長。
オオタカ保護墓金事務局長）

第3章森林施業の実施上留意すべき事項調査にあたって／間伐の計
本村健（新潟大学大学院自然科学研究科）

画・実行にあたって／その他の事業にあたって／生息環境・営巣 由井正敏（現・岩手県立大学総合政策学部教授。
環境の整備 前・森林総合研究所東北支所保護部長）

参考資料検索チャート／飛翔時の注目点／レッドリストとレツドデータ
ブックのカテゴリー定義／参考文献

卿 人工 度管理図 頭
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林野庁監修（待望の復刻･全22図／解説書付）

●昭和53～62年にかけて製作された『人工林林分密度管理図』－

スギ､ヒノキ､アカマツ､カラマツ､広葉樹(ナラ類.クヌギ)の5樹橦を■各図A4シート．
ホルダーケース入

文橡として地域別に作られ(全22図)､わが国の森林整備における
（解説書付）

蟇礎的技術資料としてさまざまな分野で使用されています｡特に

間伐の実行に有力な判断材料を提供します｡．定価(ｾｯﾄ価格)(本体2000円十税).〒料別
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開発援助に携わる人々の必読書。授業教材としても高い評価。
関係国でも多くの翻訳一一待望の日本語版登場/ 国内各地を訪ね歩いた女性フォレスターの眼で、
マイケル｡M･チェルネア編/"開発援助と人類学”勉強会‘沢

海外から訪れる人たちのために書かれた日本の森林・林業ガイド。

開発は誰のためにTHEFDRESTS&JAPAN
JoSASSEジョーサッセ

●援助の社会学･人類学● オーストラリアビクトリア州天然資湿環境

PuttingPeopleFirstsociolQgicalvariabiesi,,Ri,ralDevel叩､"t 省･林木技術センター主任研究員。農学博士

〈本書の構成＞ B5変型80頁定価(本体1000円十税）

〔社会学･人類学の知識と開発プロジェクト〕（第1章）〈本書の構成＞
〔実施プロジェクトのさまざまな局面とその検討〕（第2～11章）日本の自然・動植物。森林帯とその特徴。
灌潔ブロジエクト／入植および住民移転プロジェクト／畜産プロジェクト／日本の森林の歴史。所有形態・管理・法体制等。
漁業プロジェクト／林業プロジェクト／農村道路プロジェクト日本の人工林。木材の需給。木材産業。
〔プロジェクトの評価・受益者の参加・社会データの収集〕（第12～14章）参考文献。日本産樹種呼び名対照表など。

B5判|,408頁，定価(本体3500円十税）
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森林の地理情報システム(GIS)はここまで来ている／各界に大きな反響／好評発売中／

森林GIS入門:噌緊蕪驫介
一これからの森林管理のために－新しい時代の森林管理・森林情報とは。

まで求 本林業技術協会事業部お めIま……社
-0085東京都千代田

団法人日法人
102-0085東京都千代田区六番町7TEL,03-3261-6969FAX.03-326
書のお求めは書名罰冊数・送付先・曜話。氏名を明記のうえMXでどうぞ
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日林協の〈刊行物・ビデオ・物品等の総合目録〉がございます。ご利用ください（事業部）
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